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　五穀豊穣や家内安全を願う縁起のよい飾り物「花餅」。第

22回岡藩城下町雛まつりが始まった２月14日、本町通りの

旧マルナカ陶器店では花餅づくりが行われました。手を粉で

真っ白にしながら、紅・白・緑の３色の餅を小さく丸めてヤ

ナギの枝に飾り付けていた園児たち。一面に一足早い春景色

が広がりました。（詳細は23ページに掲載）

はなもち



ＴＯＰ懇談会を７地域で開催

対話による政策推進を

　
６
日
の
直
入
地
域
を
皮
切
り
に
始

ま
っ
た
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
は
、
10
日
に

久
住
地
域
、
17
日
に
は
荻
地
域
で
開

催
。
18
日
・
19
日
・
20
日
は
竹
田
地

域
の
西
部
・
南
部
・
東
部
を
回
り
、

25
日
の
北
部
を
最
後
に
延
べ
７
会
場

で
開
き
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
①
市
の
財
政
状
況
と
行

財
政
改
革
、②
検
討
す
べ
き
施
設
の

あ
り
方
と
遊
休
施
設
・
遊
休
地
等
の

利
活
用
、③
竹
田
市
文
化
振
興
財
団

（
仮
称
）
の
設
立
に
つ
い
て
で
す
。

　
い
ず
れ
の
会
場
に
お
い
て
も
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ

き
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
次
の
よ
う
な

説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

歳
出
抑
制
と
財
源
確
保

　
平
成
30
年
度
に
お
け
る
歳
入
は
約

２
１
４
億
４
千
万
円
で
、
そ
の
う
ち

の
約
４
割
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は

令
和
３
年
度
ま
で
５
年
間
で
段
階
的

に
減
額
さ
れ
、
平
成
26
年
度
と
比
較

す
る
と
約
20
億
円
の
減
少
と
な
り
ま

す
。

　
比
し
て
歳
出
は
約
２
０
７
億
７
千

万
円
。
そ
の
中
で
も
人
件
費
と
福
祉

等
に
係
る
扶
助
費
、
借
入
返
済
金
を

合
わ
せ
た
義
務
的
経
費
は
４
割
近
く

に
上
り
ま
す
。

　
市
で
は
人
件
費
を
抑
制
す
る
た

め
、
職
員
数
の
削
減
や
給
与
カ
ッ
ト

を
敢
行
。
平
成
17
年
の
合
併
当
初
と

比
較
す
る
と
１
７
５
人
、
14
億
円
を

　竹田市では、自然環境や歴史文化などポテンシャルの高さを活かした個性あふれるまちづくり

を進めています。

　市民のニーズやアイデアを政策に反映させるため、「対話なくして政策なし」の理念のもと、

地域単位の市政懇談会「ＴＯＰ懇談会」を２月６日から25日にかけて開催しました。

超
え
る
削
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
収
入
の
増
加
が
見
込
め
な
い
厳
し

い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
も
歳

出
の
抑
制
を
図
り
な
が
ら
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
事
業
へ
の
活
用
を
検
討
す

る
な
ど
し
、
安
定
的
な
財
政
運
営
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

遊
休
施
設
等
の
積
極
的
な

利
活
用

　
市
で
は
、
公
共
施
設
の
集
約
化
や

遊
休
施
設
の
売
却
・
除
却
、
民
間
活

力
に
よ
る
利
活
用
の
推
進
を
図
る
た

め
、
平
成
28
年
３
月
に
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
を
策
定
し
、
施
設
ご

と
に
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
旧
竹
田
中
学
校
は
竹

田
総
合
学
院
（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）
や
中
九
州

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
、
旧
下
竹
田
小
学

校
は
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
に
転
用
し
、
旧
竹
田
学

校
給
食
共
同
調
理
場
や
旧
三
重
総
合

高
校
久
住
校
学
生
寮
は
民
間
事
業
者

に
売
却
す
る
な
ど
、
土
地
・
建
物
等

の
貸
し
付
け
や
売
り
払
い
に
よ
る
財

産
収
入
は
こ
こ
３
年
間
、
５
千
万
円

を
超
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
行
政
が
直
接
整
備
す
る
よ

り
効
果
が
見
込
め
る
場
合
は
、
民
間

活
力
に
よ
る
利
活
用
も
視
野
に
入
れ

る
と
と
も
に
、
遊
休
施
設
や
遊
休
地

の
積
極
的
な
売
却
を
進
め
、
収
入
確

保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

地方交付税の推移

財産収入推移
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３月号

今月の目次　Lineup今月の目次　Lineup

対話による政策推進を

咲き誇れ、歴史ある唐椿 ほか

夢届ける “全員駅伝”  ほか

第 9 回「荒城の月短歌大会」入選作品

決まる

将来を担う若者、竹田を考える／人権

シリーズぬくもり ほか

グランツたけた情報

国民健康保険の届出をお忘れなく

休日・夜間の在宅当番医院／市民が主

役！健康一直線

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

たけたんインフォ／ふるさと求人情報

たけたんインフォ

滞納処分を強化しています

明るい選挙啓発ポスターコンクール 市

内から 3 名が入賞／まるごと博物館 ほか

図書館に行こう！

市長コラム「有由有縁」

まちに華やか“おひなさま”／アッパレ！100歳 ほか

郷土の植物／すくすく１歳／誕生おめでとう ほか
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■題　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

長
期
的
展
望
に
立
っ
た
財

団
の
設
立

　
平
成
30
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
〈
グ
ラ
ン

ツ
た
け
た
〉
は
、
開
館
当
初
か
ら
市

直
営
方
式
に
よ
る
管
理
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
は
わ
ず
か
１
年
で
入

館
者
10
万
人
を
達
成
。
現
在
も
月
に

７
千
人
を
超
え
る
人
が
グ
ラ
ン
ツ
た

け
た
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
事
業
の

推
進
と
運
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た

め
、
市
で
は
文
化
振
興
財
団
（
仮
称
）

を
新
設
し
、
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
の
指

定
管
理
者
と
し
て
受
託
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　
財
団
に
よ
る
運
営
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、⑴
複
数
年
に
わ
た
る
事
業
立

案
が
可
能
に
な
り
、
柔
軟
で
魅
力
あ

る
企
画
運
営
が
で
き
る
こ
と
、⑵
専

門
的
知
識
や
経
験
を
有
す
る
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
と
人
材
育
成
の
受
け
皿
と

な
れ
る
こ
と
、⑶
団
体
や
企
業
等
か

ら
の
寄
附
の
受
け
入
れ
に
よ
り
財
政

基
盤
を
強
化
で
き
る
こ
と
、⑷
貸
館

等
の
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
が
可
能
に

な
り
、
稼
働
率
向
上
と
使
用
料
の
増

収
が
見
込
め
る
こ
と
、⑸「
友
の
会
」

組
織
の
立
ち
上
げ
等
に
よ
り
市
民
の

参
画
機
会
の
充
実
が
図
れ
る
こ
と―

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
財
団
の
組
織
体
制
に
つ
い

て
は
現
事
務
局
体
制
を
維
持
し
、
施

設
使
用
料
も
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

貴
重
な
ご
意
見
を
政
策
に

　
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
次
の
よ
う
な
ご
意
見
や
ご
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
市
の
方
で
売
却
を
予
定
し
て
い
る

土
地
が
あ
れ
ば
、
地
図
上
で
色
分
け

し
た
方
が
分
か
り
や
す
い
。

○
久
住
の
旧
水
稲
試
験
地
の
宅
地
造

成
を
進
め
て
ほ
し
い
。
実
際
に
宅
地

を
探
し
て
い
る
人
や
、
事
業
所
で
働

く
従
業
員
か
ら
も
住
居
が
欲
し
い
と

の
声
を
聞
く
。

○
地
域
活
性
化
の
た
め
に
企
業
を
誘

致
し
、
祖
峰
中
学
校
の
跡
地
利
用
を

↑各会場で市民の皆さんから貴重なご意見をいただ
きました

進
め
て
ほ
し
い
。

○
遊
休
施
設
と
な
っ
て
い
る
養
護
老

人
ホ
ー
ム
南
山
荘
に
つ
い
て
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
活

用
で
き
な
い
か
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
を
積
み

立
て
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
竹
田
応
援
基

金
」。
人
材
育
成
等
の
他
に
も
自
然
災

害
の
た
め
に
積
み
立
て
ら
れ
な
い
か
。

　
テ
ー
マ
以
外
に
も
小
中
学
校
の
統

廃
合
問
題
、
大
蘇
ダ
ム
と
農
業
振

興
、
岡
城
や
瀧
廉
太
郎
記
念
館
等
の

景
観
整
備
、
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市

構
想
や
玉
来
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
質
疑
応
答
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
で
い
た
だ

い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
政
策
に
反
映

す
べ
く
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
と

対
話
を
重
ね
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

人口のうごき

※令和２年２月１日現在の住民基本台帳による

　　　　　　　　　 （ 前 月 比 ）

人　口　21,323  人 　（－ 63 人 ）

男　性　10,000  人 　（－ 24 人 ）

女　性　11,323  人 　（－ 39 人 ）

世帯数　10,157 世帯 （－ 28 世帯）

　
中
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
に
対
し
て
は
、

国
を
挙
げ
て
国
内
感
染
拡
大
防
止

対
策
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
へ
の
不
安

が
広
ま
る
中
、
市
で
は
大
分
県
や
竹

田
市
医
師
会
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
対
応
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
は
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
同
様
に
、
こ
ま
め
な
手
洗
い

や
マ
ス
ク
着
用
な
ど
日
頃
か
ら
感
染

防
止
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
国
と
県
で
は
次
の
と
お
り

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

相
談
窓
口
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

 

厚
生
労
働
省
の
電
話
相
談
窓
口

☎
０
１
２
０-

５
６
５
６
５
３

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

 

大
分
県
の
相
談
窓
口  

○
受
診
や
予
防
に
関
す
る
相
談
窓
口

　
豊
肥
保
健
所
（
24
時
間
対
応
）

　
☎
０
９
７
４-

22-

０
１
６
２

○
受
診
以
外
に
関
す
る
相
談
窓
口

　
大
分
県
庁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
相
談
窓
口

　
☎
０
９
７-

５
０
６-

２
７
７
５

　（
大
分
県
健
康
づ
く
り
支
援
課
内
）

問
総
務
課
・
保
険
健
康
課
（
☎
63-

　
４
８
１
０
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
対
応
に
つ
い
て

ま　ち
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咲き誇れ、歴史ある唐椿 ほか

地
域
の
憩
い
の
場
所
に

樹
勢
回
復
へ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

咲
き
誇
れ
、歴
史
あ
る
唐
椿

文化財を守る

　
片
ケ
瀬
の
大
庄
屋
だ
っ
た
児
玉
家

の
新
築
祝
い
に
、
南
画
家
の
田
能
村

竹
田
（
１
７
７
７
〜
１
８
３
５
年
）

が
贈
っ
た
と
さ
れ
る
市
指
定
天
然
記

念
物
の
ト
ウ
ツ
バ
キ
。
高
さ
約
７

メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
１
６
０
〜
２
０
０

年
と
推
定
さ
れ
、
直
径
15
セ
ン
チ
ほ

ど
の
紅
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　
近
年
は
樹
勢
が
低
下
し
、
開
花
数

も
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
と

大
分
短
期
大
学
（
田
代
洋
丞
学
長
）

で
は
「
片
ケ
瀬
の
ト
ウ
ツ
バ
キ
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
に
な
り
、
２
月
20
日
、
協
定
書
調

印
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
大
学
の
研
究
チ
ー
ム
で
は
昨
年

３
月
か
ら
現
地
調
査
を
実
施
。
８
月

に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
に
よ
る
と
、

↑協定書を手にする首藤市長、田代洋丞学長（右から
３人目）、立会人の油布晃・片ケ瀬自治会長（右か
ら２人目）、陪席者の首藤健二郎・市議会社会文教
常任委員長ら関係者の皆さん

↑公民館の落成を喜ぶ自治会員の皆さん。新公
民館は24人収容の集会室や調理室、トイレを
完備しています

↑鮮やかな紅色の花を枝いっぱいに咲
かせていた20年ほど前のトウツバキ

↑山頂に集まった参加者全員で「バンザーイ！」

↑放水訓練を行う消防団員ら

ト
ウ
ツ
バ
キ
の
幹
に
つ
い
た

傷
が
主
因
と
な
り
、
腐
食
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
油
布
晃
・
片
ケ

瀬
自
治
会
長
ら
の
立
ち
会
い
の
も

と
、
首
藤
市
長
と
田
代
学
長
が
協
定

書
に
署
名
。
両
者
で
連
携
し
、
ト
ウ

ツ
バ
キ
再
生
に
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
は
「
全
国
的
に
も
希
少

で
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
豊
か
な
ト
ウ

ツ
バ
キ
。
一
致
団
結
し
て
成
功
に
導

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
田
代
学
長

は
「
地
域
貢
献
の
新
し
い
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
い
た
。
ト
ウ
ツ
バ
キ
が

蘇
り
、
再
び
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ

る
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
調
査
を
行
っ
た
樹
木
医
で
も
あ
る

吉
野
賢
一
教
授
は
、「
樹
勢
の
回
復

に
は
土
壌
改
良
や
排
水
対
策
、
傷
の

保
護
、
傷
口
よ
り
上
部
に
サ
ザ
ン
カ

や
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
の
根
を
繋
ぐ
根
接
ぎ

な
ど
の
措
置
が
必
要
。
３
月
26
日
に

現
地
に
入
り
、
作
業
を
行
っ
て
い

く
」
と
説
明
。「
ト
ウ
ツ
バ
キ
は
種

子
や
挿
し
木
に
よ
る
繁
殖
が
難
し
い

と
さ
れ
て
い
る
が
、
新
し
く
伸
び
た

枝
を
用
い
る
寄
せ
接
ぎ
や
切
り
接

　２月11日、竹田市と豊後大野市にまたがる小

富士山（標高456メートル）で「第32回小富士山

健康づくり歩こう大会」が開かれました。

　参加者は竹田市片ケ瀬地区や豊後大野市緒方

町小富士地区の５か所の登山道から、岡藩八代藩

主・中川久貞公の墓所、国指定史跡「小富士山御

廟屋」がある山頂を目指しました。

　晴天に恵まれたこの日は、山頂から祖母・傾山

系やくじゅう連山が一望でき、参加者はじゃんけ

ん大会などの催しや、地域づくりグループ「平心

会」の皆さんが準備した温かいうどんやおにぎり

を食べながら、相互の親睦を深めていました。

　
１
月
26
日
、
貴
重
な
文
化
財
を
災

害
か
ら
守
り
、
文
化
財
愛
護
の
意
識

を
高
め
よ
う
と
、
竹
田
市
会
々
の
県

指
定
文
化
財
「
西
光
寺
」
で
防
火
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
消
防
団
竹
田
方
面
隊
と
市
消
防

署
か
ら
約
70
人
が
参
加
。
訓
練
は

「
墓
地
の
枯
れ
草
が
燃
え
、
本
堂
へ

の
延
焼
の
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
の
想

定
で
行
わ
れ
、
稲
葉
川
か
ら
水
利
を

確
保
し
、
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

ぎ
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て

い
な
い
種
子
へ
の
挿
し
接
ぎ
や
挿
し

木
に
挑
戦
し
、
後
継
樹
の
育
成
を
図

り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
油
布
自
治
会
長
は
「
ト
ウ
ツ
バ
キ

は
片
ケ
瀬
の
象
徴
的
な
存
在
。
取
り

組
み
が
奏
功
し
、
多
く
の
人
で
賑
わ

う
よ
う
に
な
れ
ば
」
と
期
待
を
込
め

て
い
ま
し
た
。

　
直
入
町
長
湯
の
下
河
原
自
治
会

（
甲
斐
公
久
会
長
、
16
戸
）
の
公
民

館
が
新
築
さ
れ
、
１
月
26
日
、
現
地

で
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
築
70
年
が
経
過
し
た
旧
公
民
館
は

老
朽
化
が
激
し
く
、
災
害
時
の
避
難

場
所
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と

し
て
の
機
能
を
果
た
せ
な
く
な
っ
て

お
り
、
昨
年
４
月
に
立
ち
上
げ
た
建

設
委
員
会
（
��
野
愼
吾
委
員
長
）
の

中
で
、
旧
公
民
館
か
ら
約
１
５
０

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
へ
の
移
転
、

新
築
を
決
め
た
も
の
で
す
。

　
新
公
民
館
は
木
造
平
屋
建
て
で
、

延
床
面
積
は
約
54
平
方
メ
ー
ト
ル
。

工
事
費
は
１
２
６
５
万
円
で
、
国
の

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
６
０
０

万
円
や
寄
附
金
を
活
用
し
て
い
ま

す
。��
野
委
員
長
は
「
地
域
の
憩
い

の
場
所
と
し
て
大
切
に
使
い
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

小富士山で親睦を深める

ト
ウ 

ツ
バ
キ

よ
う
す
け

し
ん  

ご

き
み
ひ
さ
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夢届ける“全員駅伝”  ほか

↑大声援を受け、フィニッシュテープを切る三辻成春選手

↑倉野恭佑選手は難コースの久住登り
に挑みました

↑都野中学校の生徒の声援を受け、駆
け抜ける志賀祥一選手

↑大きな声で声援を送る園児たち

夢届ける“全員駅伝”

地域の健康を支えて40年

環
境
保
全
に
役
立
て
て

　
佐
伯
市
に
本
社
を
置
く
株
式
会
社

マ
ル
ミ
ヤ
ス
ト
ア
（
池
邉
恭
行
代
表

取
締
役
社
長
）
が
環
境
保
全
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
本
市
に
30
万
円
を
ご

寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
社
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
と
ゴ

ミ
の
減
量
化
を
目
的
に
レ
ジ
袋
を
有

料
化
し
て
お
り
、
そ
の
収
益
金
を
県

内
各
市
町
村
に
寄
附
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
14
日
、
神
志
那
信
也
執
行
役

員
が
市
役
所
を
訪
れ
、
首
藤
市
長
に

寄
附
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。
首
藤
市

運
動
習
慣
の
定
着
化
に

　
２
月
６
日
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
Ｆ
Ｌ
に

所
属
す
る
ヴ
ェ
ル
ス
パ
大
分
（
清
原

栄
二
代
表
）
の
生
口
明
宏
ゼ
ネ
ラ
ル

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ら
３
人
が
市
役
所
を

訪
れ
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
12
個
を
市

に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
８
年
４
月
に
創
部
し
た
竹

田
南
高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ヴ
ェ
ル
ス
パ
大
分
で

は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
で
寄

せ
ら
れ
た
寄
附
金
で
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
１
８
０
個
を
購
入
し
、
大
分
市
や

日
田
市
な
ど
県
内
８
市
町
に
寄
贈
し

て
い
ま
す
。

　
生
口
さ
ん
は
「
運
動
習
慣
を
身
に

つ
け
る
た
め
に
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
、

首
藤
市
長
に
ボ
ー
ル
を
手
渡
し
ま
し

た
。
首
藤
市
長
は
「
市
内
の
小
学
校

12
校
に
配
り
、
大
切
に
使
用
し
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
春
季
県
体
第
62
回
県
内
一
周
大
分

合
同
駅
伝
競
走
大
会
（
39
区
間
、
３

９
０
・
８
キ
ロ
）
が
２
月
17
日
か
ら

21
日
ま
で
の
５
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
前
回
大
会
で
は
大
分
市
に
次
ぐ
総

合
２
位
に
輝
い
た
竹
田
市
。
９
日
に

行
わ
れ
た
結
団
式
で
は
、
髙
橋
孝
一

郎
監
督
が
「
持
ち
味
の
〝
全
員
駅
伝
〞

で
勇
猛
果
敢
に
最
後
ま
で
駆
け
抜
け

ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
、
吉
野
空
選

手
（
大
分
大
学
）
は
「
市
民
の
皆
さ

ん
に
希
望
と
夢
を
届
け
ま
す
」
と
力

強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
大
会
初
日
は
２
位
と
絶
好
の
ス

タ
ー
ト
。
２
日
目
の
18
日
は
三
辻
成

春
選
手
（
土
居
燃
料
）
が
市
民
の
大

声
援
を
受
け
、
粘
走
。
７
位
で
竹
田

市
役
所
前
に
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
ま
し

た
。
翌
19
日
は
倉
野
恭
佑
選
手
（
駿

河
台
大
学
）
が
久
住
登
り
に
挑
戦
。

若
さ
溢
れ
る
走
り
で
勢
い
よ
く
駆
け

上
る
と
、
タ
ス
キ
を
受
け
取
っ
た
志

賀
祥
一
選
手
（
竹
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
）
は
起
伏
の
激
し
い
コ
ー
ス
を

力
走
し
、
８
位
で
直
入
支
所
前
に
入

り
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
は
そ
の
後
も
全
員
駅
伝
で

上
位
を
キ
ー
プ
。
最
終
日
も
大
分

市
、
豊
後
大
野
市
の
背
を
追
い
、
白

熱
の
レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
、
総
合
３

位
（
Ａ
部
３
位
）
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

テ
ー
プ
を
切
り
ま
し
た
。

　
郷
土
の
誇
り
を
胸
に
１
本
の
タ
ス

キ
を
全
力
で
繋
い
だ
選
手
の
皆
さ

ん
。
寒
風
に
負
け
な
い
あ
た
た
か
い

感
動
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

↑設立40周年を喜ぶ会員や関係者の皆さん

　
１
月
29
日
、
竹
田
市
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
直
入
支
部
「
い
で
ゆ
会
」

（
岩
屋
英
子
会
長
、
23
人
）
が
設
立

40
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
が
直
入

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
昭
和
53
年
に
食
生
活
改
善
指
導

者
講
習
会
の
修
了
者
９
人
で
発
足
し

た
同
会
は
、
減
塩
や
減
糖
、
緑
黄
色

野
菜
の
摂
取
を
地
域
に
浸
透
さ
せ
る

取
り
組
み
を
展
開
。
イ
ベ
ン
ト
で
の

減
塩
み
そ
汁
や
ミ
ニ
チ
ン
ゲ
ン
菜
を

使
っ
た
ク
ー
ニ
ャ
ン
丼
の
提
供
、
１

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
招
い
て
の
食

事
サ
ー
ビ
ス
、
小
中
学
校
等
で
の
食

育
授
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を

行
い
、
県
内
の
食
生
活
改
善
グ
ル
ー

プ
で
は
初
め
て
知
事
感
謝
状
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。

　
岩
屋
会
長
は
「
高
齢
化
で
会
員
数

は
減
少
し
て
い
る
が
、『
私
た
ち
の

健
康
は
私
た
ち
の
手
で
』
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
伝
統
あ
る
い
で
ゆ
会
を
こ

れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

↑寄附金を手渡す株式会社マルミヤスト
アの神志那信也執行役員（右）

↑（左２人目から）ヴェルスパ大分の守護神・姫野
昴志選手、生口明宏ゼネラルマネージャー、竹
田南高校女子サッカー部の伊達秀憲監督

長
は
「
平
成
29
年
に
も
寄
附
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
と
て
も
あ
り
が
た

い
。
環
境
美
化
活
動
『
ゴ
ミ
フ
大
会
』

な
ど
の
環
境
保
全
事
業
に
活
用
し
た

い
」
と
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

み  

つ
じ
ま
さ

や
す
ゆ
き

き
ょ
う
す
け

こ
う  

じ   

な

え
い  

こ

は
る
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   自由詠

■一般の部

 最優秀賞 月天心備前の里の登り窯炎があがり窯が膨らむ （岡山県・永禮直義）

 優  秀  賞 覚悟ならしてるさ君を抱きしめるために世界を手放してきた （神奈川県・河内千紗）

 今日もまた途方にくれる夕焼けだノートに真っ赤な補助線を引く （愛媛県・丸山香苗）

 佳　　作 家長以下みんな西瓜が好物でいつものように八等分す （神奈川県・竹澤聡）

 金剛杖の先にとんぼを止まらせてこのひとときの我は山頭火 （徳島県・新居友春）

 刑務所の塀沿いの桜愛でられずなお悠然と懸命に咲く （兵庫県・小﨑佳奈子）

 園児らの全力の「さよなら」の後しずくのような午後五時のチャイム （北海道・中村英俊）

 あんたって吾亦紅なんていわないで風にそよいでいれば素的よ （大分県・野上ノブコ）

 点滴の通液ランプ　チカチカと緑輝きはやクリスマス （宮城県・五十嵐久）

 朝光の野外舞台に立つ君はゆうべの拍手に包まれている （静岡県・高橋香子）

 キャラメルをキミからもらいほおばってともだちいじょうになれずにいるよ （埼玉県・大野美波）

 母の家の縫いぐるみの犬あちこちに居場所移りて迷ひゐるごと （愛知県・加古三津代）

 店先の子猫ガラスにぷんぷんとぶつかるその度春が生まれる （広島県・堀眞希）

■高校生の部

 最優秀賞 昨日まで誇れなくても明日には角を生やしてトリケラトプス

  （修道高等学校・森慶真）

 優  秀  賞 プレートが動くみたいに恋をする君に近づけ数センチずつ （土浦第一高等学校・小池優希）

 「駄菓子屋がなくなってたよぽっかりと」言った君すらぽっかりともう （大阪府立貝塚南高等学校・佐野美咲）

 佳　　作 疲れ果て下を向いたら驚いた自分の足が大根だった （立命館宇治高等学校・松本彩鶴）

 授業中　被告の寝顔は天使ゆえ腕が邪魔でも無罪とします （浦和明の星女子高校・明石望由）

 ばいばいと手を振り車両に乗り込んだ白い息だけ残したまんま （創価高等学校・井上蓮）

 母の手が少しずつ祖母に似てきてる僕はそろそろ家を出ていく。 （精華高等学校・川又郁人）

 俯いて地面の「春」を眺めてたあなたに「好き」と気づかれぬように

  （佐賀県立鳥栖高等学校・小島涼我）

■小・中学生の部

 最優秀賞 「花の種貴重な食料だったよね」友達と思い出すおままごと （仙台市立郡山中学校・尾﨑結）

 優  秀  賞 インターホン扉を開けば君が居るいつも以上に長い夕暮れ （大分市立上野ヶ丘中学校・中内朋美）

 久しぶり兄が帰った一言目声変わりして誰かわからん （竹田市立竹田中学校・佐藤琉）

 佳　　作 帰り道あふれぬようにそっと持つ袋いっぱいの朝顔の種 （仙台市立郡山中学校・阿部真琴）

 亡き祖母のポインセチアは魂が湧き出るように色づいてくる （仙台市立吉成中学校・横溝麻志穂）

 母の手が大きく感じたあの頃は指一本を強く握った （仙台市立郡山中学校・白鳥かのん）

 チャット上時空を越えて会話するすでに新年迎えた友と （学習院女子中等科・舛尾花菜）

 シワシワの震えある手で筆を持ち「お年玉」と書く祖母の優しさ （学習院女子中等科・大野瑞葵）

※入選作品については竹田市公式ホームページの「荒城の月短歌大会」の特設コーナーからご覧いただけます。

第9回「荒城の月短歌大会」は “俳句×短歌”
　今回の短歌大会はコンテンポラリーアート短歌II「俳句×短歌」。多ジャンル・多数の

作家たちとコラボレーションにチャレンジし続ける俳人・髙柳克弘さんをゲストに迎

え、竹田市出身の歌人・川野里子さんとのトークショーにより、短歌と俳句、その違い

を掘り下げていきます。

日　時　３月14日㈯　午後１時～３時30分（予定）

会　場　竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉キナーレ

入場料　無料

問 企画情報課　☎63-4801

↑川野里子さん↑髙柳克弘さん

かげ
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  題　詠　　「橋」

■一般の部

 最優秀賞 鉄橋の真下でねむる冬の犬ただ星くずに降られぬように （福岡県・近藤尚文）

 優  秀  賞 波くだき海峡大橋くぐる船みごとな渦に汽笛を鳴らす （東京都・滝沢春子）

 稚鮎来て不意に光の粒になる橋の上から見ている我に （神奈川県・北村純一）

 佳　　作 一本の大樹になりて立ちおれば銀河の橋を妻渡りくる （静岡県・大庭拓郎）

 自らの足で渡れぬ橋の上　牛が荷台で秋を見つめる （東京都・村田淳）

 サンフランシスコの橋を背景にわたしあの時岐路に立ってた （愛知県・伊藤弘子）

 ぴょんぴょんとチョコの渡りし虹の橋何やほんまに逝ったんかいな （宮城県・加藤正江）

 洪水の泥水引きし橋脚にごみと絡まる赤きランドセル （千葉県・旭千代）

 リュック背にきしむ桟橋のぼりたる八歳の記憶基隆港に （熊本県・田中滋子）

 銀色の橋を渡った丘の上亡夫が見下ろす関門海峡 （福岡県・一色ユリ子）

 晴れ渡る大空の下濁流の水より二本の橋桁生える （群馬県・宮澤あき）

 石橋は人の願いの形なり歓びを早くと願ふ形なり （竹田市・油布晃）

 「あ」から「あー」へ声膨らみぬみどり児はことばの橋をわたりはじめる （宮城県・畠山みな子）

■高校生の部

 最優秀賞≪角川『短歌』編集部賞≫

 七夕や橋を渡れば彦星の我が身に乗りて取り憑くやうな

  （大阪教育大学附属高等学校平野校舎・曽山詠心）

 優  秀  賞 架け橋は案外脆いあやとりで君と作った東京タワー （神奈川県立光陵高等学校・鈴木結子）

 橋の上君と二人で歩いてる海の光がきらびやかでまるで映画のようだ

  （徳島県立小松島西高等学校・四宮佳奈）

 佳　　作 君の声降りたる橋を見上ぐれば世界は君のかたちの夜だ （星野高等学校・野城知里）

 今は亡き犬と歩いた散歩橋あれからずっと使ってないな （大分県立玖珠美山高等学校・宿利風人）

 僕はまだ橋の下の子のままですか　いい子にはまだなれてませんか （筑波大学附属高等学校・江頭陽）

 会いたくて気づけばはしるネオン橋いちばん輝くあの子の彼氏 （徳島県立小松島西高等学校・樗木実結）

 青空に七つの色で円をかくみんなで見れる唯一の橋 （立命館宇治高等学校・奥村美優）

■小・中学生の部

 最優秀賞 雪が舞う聖人見守るカレル橋僕のポケット君の手迎える （立命館中学校・尾島蓮瑛）

 優  秀  賞 歩道橋の脚で呻くはスプレーの落書きとそれを見上げる我か （川越市立富士見中学校・久保遼）

 話すときいつも見上げる皆の顔今日は見おろす橋の上から （竹田市立竹田中学校・平田彩花）

 佳　　作 つなぎたい私とあなたの心の橋揺れ動いてく気持ちと共に （大分市立上野ヶ丘中学校・盛本真由）

 帰り道言い争ってケンカしてそれでもあの橋仲良く通る （竹田市立緑ヶ丘中学校・山村桃子）

 この橋を渡れば何か見えるはずわたってすぐには見えてこないけど

  （竹田市立緑ヶ丘中学校・池永翔生）

 いつもなら渡るための橋だけどながめてみると景色に見えた （竹田市立竹田中学校・泉澤樹里）

 この橋は深く知るほどより強く心にかかるあなたとつながる （竹田市立緑ヶ丘中学校・後藤すず）

第9回「荒城の月短歌大会」入選作品決まる
　歴史・文化を大切に継承していく取り組みの一環として、平成23年度から開催してきた「荒城の月短歌大会」。

今年で９回目を迎えた大会には、全国より2612首のご応募をいただきました。選者は竹田市出身の歌人・川野里

子さん。大会MVPに贈られる特別賞「角川『短歌』編集部賞」には曽山詠心さん（大阪教育大学附属高等学校平野校舎）

の作品が選ばれました。入選作品は次のとおりです。（敬称略）

キールン
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将来を担う若者、竹田を考える／人権シリーズぬくもり ほか

知っていますか？
ユニバーサルデザイン
　「ユニバーサルデザイン」という

言葉をきいたことがありますか？

　多くのシャンプーの容器には横

にギザギザがついていて、それが

シャンプーであることを示しています。同じように、ビー

ルなどの缶の上には点字で、それがアルコール飲料であ

ることを示してあり、視覚に障がいのある人にも分かるよ

うになっています。

　自動ドアなどもそうです。車いすの人やベビーカーが

通りやすいだけでなく、力の弱い高齢者や子どもも開閉

しやすく、両手に荷物を持っていても容易に開閉できま

す。トイレや非常口を示すピクトグラム（標識）も、文

字の読めない子どもや外国人など誰が見ても分かるよう

になっています。

　このように「誰もが」使いやすいようにデザインされ

たものを「ユニバーサルデザイン」とよびます。気をつ

けて周囲を見回してみると、ユニバーサルデザインがさ

まざまなところに広がっていることを実感できます。

　しかし、大切なのは誰もが便利に暮らせるという物理

的側面だけではありません。多様な人が暮らしている社

会において、障がいの有無にかかわらず、女性も男性

も、高齢者も若者も、外国人も子どもも、すべての人が

自分とは異なる人々を理解しようとする意識をもつこ

と、つまり、考え方そのものをユニバーサルデザインに

していくことが、より安心で快適な社会にしていくため

に最も大切なことなのではないでしょうか。

問 生涯学習課　☎63-4817

人
権シリーズ　No.59

将
来
を
担
う
若
者
、
竹
田
を
考
え
る

　
市
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
策
を
探

る
こ
と
で
、
地
域
の
魅
力
を
発
見

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
面
白
さ
を
感
じ

て
も
ら
う
「
竹
田
高
校
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
の
成
果

発
表
会
が
２
月
６
日
、
大
分
県
立
竹

田
高
等
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
１
年
生
１
５
１
人
が
30

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、「
竹
田
を
発
展
さ

せ
る
た
め
の
空
き
家
の
活
用
方
法
」

「
高
齢
者
が
住
み
や
す
い
ま
ち
に
す

る
に
は
？
」
な
ど
テ
ー
マ
を
決
め
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。
約
４

か
月
に
わ
た
る
研
究
成
果
を
ま
と
め

た
ポ
ス
タ
ー
を
体
育
館
に
掲
示
し
、

来
場
し
た
市
民
ら
と
意
見
を
交
換
し

ま
し
た
。

　「
人
口
増
加
に
成
功
し
た
都
市
の

成
功
例
で
竹
田
に
で
き
る
こ
と
は
？
」

を
テ
ー
マ
に
研
究
し
た
生
徒
５
人
は
、

人
口
が
増
加
し
た
千
葉
県
流
山
市
の

例
を
示
し
な
が
ら
、
竹
田
で
で
き
る

ア
イ
デ
ア
を
発
表
。
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
へ
の
被
害
額
を
減
ら
す
た
め
、Ｉ 

ｏ
Ｔ（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
や

小
型
無
人
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
を
活
用

し
た
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の
駆
除
や
、
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
立
さ
せ
て
ジ

ビ
エ
の
普
及
を
促
す
こ
と
を
提
案
。

ま
た
、
市
内
の
空
き
家
を
利
活
用
し
、

子
育
て
環
境
を
整
え
て
女
性
の
人
口

を
増
や
す
案
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
三
田
井
龍
太
さ
ん
は
「
学
習
を
通

し
て
竹
田
の
マ
イ
ナ
ス
要
素
が
プ
ラ

ス
に
変
わ
っ
た
。
経
済
学
に
も
興
味

が
湧
い
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

↑研究の成果をまとめたポスター
について、来場者と意見を交わ
す生徒ら

↑人型ロボットとの会話を楽しむ児童ら。
小学校では2020年度からプログラミング
教育が必修化されます

楽
し
い
！
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

竹田のまちに
感謝を込めて

　
１
月
27
日
、
荻
小
学
校
の
６
年
生

21
人
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
す
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
「
若
年
技
能

者
人
材
育
成
支
援
等
事
業
」
の
委
託

を
受
け
た
県
職
業
能
力
開
発
協
会
の

主
催
。
同
協
会
の
高
倉
信
二
さ
ん
は

「
ロ
ボ
ッ
ト
に
内
蔵
さ
れ
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ

れ
た
命
令
を
送
る
こ
と
で
、
ロ
ボ
ッ

ト
を
自
由
自
在
に
動
か
す
こ
と
が
で

き
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
作
業
を

楽
し
ん
で
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
Ｉ
Ｔ
マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格
を
持
つ

日
本
文
理
大
学
附
属
高
等
学
校
の
安

東
慎
一
郎
教
諭
と
生
徒
２
人
が
講
師

を
務
め
、
児
童
ら
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
専
用
ア
プ
リ
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
み
、
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｎ
ａ
ｏ
」

に
会
話
や
じ
ゃ
ん
け
ん
、
ダ
ン
ス
を

さ
せ
る
な
ど
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
三
好
歩
く
ん
は
「
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
考
え
る
の
が
難
し
か
っ
た
け

ど
、
最
後
は
思
い
ど
お
り
に
ロ
ボ
ッ

ト
を
動
か
せ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　３年間を過ごした竹田

のまちに感謝の気持ちを

表そうと、竹田南高等学

校の３年生28人が１月

28日、「感謝の清掃活動」

を行いました。

　生徒らは５グループに

分かれ、路上や水路に落

ちている空き缶や菓子の袋、タバコの吸い殻などを

火ばさみで拾い、ゴミ袋に入れていました。

　橋本侑里香さんは「おじいちゃん、おばあちゃ

んが優しいまち。感謝の気持ちを込めてキレイに

した」、小野竜嗣さんは「トレーニングで城下町

を走っていると、市民の人が『頑張ってるね！』

と優しく声を掛けてくれた。恩返しをしたいと思

い、ゴミを拾った」と話しました。

　また、生徒たちは火災で焼失した沖縄県那覇市

の世界遺産、首里城の再建に向け、市内の商業施

設５か所で街頭募金活動を行いました。

↑竹田で過ごした３年間に感
謝の気持ちを込め、ゴミを
拾う南高校の生徒たち

ナ
　
オ

り
ゅ
う
た

み
　
た
　
い

あ
ゆ
む

りゅう  じ

ゆ 　り　 か
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国民健康保険の届出をお忘れなく

国民健康保険の届出をお忘れなく
　職場の健康保険や後期高齢者医療制度などに加入していない方は、すべて国民健康保険に加入しなければな

りません。次のような場合は、必ず14日以内に保険健康課または各支所地域振興課で手続きをお願いします。

※手続きに来られる方は、マイナンバーカード（もしくは通知カードと身分証１点）による本人確認を行っ

ていますので、必ずご持参ください。

※特定同一世帯所属者とは、国保から後期高齢者医療制度の被保険者になった方で、以後世帯主が変わるこ

となく、継続してその世帯にいる方のことです。

※旧被扶養者とは、扶養関係にあった被保険者が後期高齢者医療制度へ加入したことにより、国民健康保険

に加入された方（ただし、年齢が65歳以上であること）のことです。

■届出が遅れると、保険税は加入の資格を得た月まで遡って納めなければなりません。その間にかかった医

療費は全額自己負担となります。また、喪失の届け出が遅れ、国保の資格がなくなった後に国保の保険証を

使って診療を受けた場合には、国保が負担した医療費を返還していただくことになりますので、必ず14日以

内に手続きをお願いします。

■保険税の計算は市県民税の申告を基に行います。忘れずに申告を行いましょう。

問 保険健康課　国保・高齢者医療係　☎63-1111（内線178・179）

こんなとき 届出に必要なもの

他の市町村から転入したとき

（転入届を先に提出してください）

他の市町村へ転出するとき

（転出届を先に提出してください）

就学のため転出するとき

職場の健康保険に入ったとき

（就職・扶養の認定など）

職場の健康保険をやめたとき

（退職・被扶養者からはずれた、

任意継続が切れた等）

世帯主の印かん 

「特定同一世帯所属者異動連絡票」（お持ちの方のみ）

「旧被扶養者異動連絡票」（お持ちの方のみ）

転出する人の保険証、世帯主の印かん

在学証明書、保険証、世帯主の印かん

国
保
に
は
い
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ
の
他

健康保険の資格喪失日がわかるもの、世帯主の印かん

　・健康保険の資格喪失証明書

　・任意継続切れによる加入の場合は喪失予定日が保険証

　　に記載してあれば保険証、記載がない場合は資格喪失

　　証明書

失業保険受給中の方は雇用保険受給資格者証

健康保険の資格取得日がわかるもの

　・新しく加入した健康保険の保険証

　　（加入した方全員分）

　・健康保険加入証明書

国保の保険証、世帯主の印かん
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休日・夜間の在宅当番医院／市民が主役！健康一直線

※診療時間　9：00～12:00（受付11:30まで）

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページでも確認すること

ができます。 

歯科休日当番医院

当番日 医　療　機　関 電話番号

３月の休日及び夜間の在宅当番医院

小児科外来休日当番医院

当番日 医　療　機　関

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

63-3241

63-2270

63-2083

76-0008

75-2222

63-2016

63-3241

64-7777

63-2270

63-2006

63-2083

63-2304

63-3387

64-7777

63-3241

63-2270

志賀内科

秦医院

竹田診療所

大久保病院

竹田医師会病院

大久保病院

道全内科

大久保病院

志賀内科

柚須医院

竹田クリニック

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

志賀内科

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00

　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00

注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらう

ようお願いします。

・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前に

症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日

当番病院を受診してください。

※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新の

情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧い

ただくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。

竹田医師会病院

道全内科

志賀内科

久住加藤医院

伊藤医院

柚須医院

竹田医師会病院

大久保病院

道全内科

加藤内科医院

志賀内科

くどう循環器科・内科

須小耳鼻咽喉科

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

63-2083

63-2246

62-4014

64-7777

63-3241

64-7777

63-2270

64-7777

63-2083

63-2016

64-9000

64-7777

63-3241

63-2270

63-2083

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230） 

　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00）

診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意 当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合がありま

す。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署(☎63-0119)に電話でご確

認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束

処方となることがあります。なお、毎月の当番表については、「おおいた医

療情報ほっとネット」で公開しています。

　
市
内
に
湧
出
し
て
い
る
温
泉
は
貴

重
な
健
康
づ
く
り
の
資
源
で
す
。
平

成
29
年
に
「
長
湯
温
泉
療
養
館
御

前
湯
」
と
「
竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
」
が
温
泉
利
用
型
健
康

増
進
施
設
（
連
携
型
）
と
し
て
厚
生

労
働
省
の
認
定
を
受
け
、
今
年
度
は

湯
中
運
動
施
設
「
長
湯
温
泉
ク
ア
ハ

ウ
ス
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
を
活
用
し
、
働
き

盛
り
世
代
を
対
象
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
を
目
指

し
た
、
週
３
回
約
１
か
月
間
の
短
期

集
中
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
で
の
湯
中

運
動
に
加
え
、Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
で
の

フ
ロ
ア
運
動
や
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。

　
30
〜
50
歳
代
の
参
加
者
10
人
の

教
室
開
始
時
と
終
了
時
で
は
、
体
組

成
や
柔
軟
性
、
健
康
づ
く
り
へ
の
意

欲
な
ど
の
項
目
で
改
善
が
見
ら
れ
、

特
に
柔
軟
性
は
大
き
く
改
善
し
ま

し
た
。（
図
１
：
長
座
体
前
屈
結
果
）

　
ま
た
、
体
組
成
で
も
筋
肉
量
を
維

持
・
増
加
さ
せ
な
が
ら
、
体
重
が
減

少
し
た
方
が
５
人
い
ま
し
た
。
健
康

づ
く
り
へ
の
意
識
も
「
運
動
す
る
こ

と
が
以
前
に
比
べ
て
苦
で
な
く
な
っ

た
」「
健
康
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
」
等
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
温
泉
を
活
用
し
た
教
室
は
、
今
後

も
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
保
険
健
康
課
　
☎
63-

４
８
１
０

↑クアハウスでの湯中運動教室

第11回　楽しく改善 効果あり!!

「脱メタボ！チャレンジ教室」

市民が主役！

健康一直線

図１　長座体前屈 N-5
60.0

（cm）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

開始時

※開始時と終了時で平均８cm改善

終了時

32.2±13.2

８cm

40.1±10.5

P=0.0217

３／ １㈰

３／ ８㈰

３／15㈰

３／20㈮

３／22㈰

３／29㈰

久住加藤医院歯科診療部

長湯ごとう歯科

竹田市荻歯科診療所

ふじさわ歯科医院

竹下歯科医院

歯科筑紫医院

☎76-0008

☎75-3001

☎68-3263

☎64-1118

☎62-2662

☎76-0024

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

みやわき小児科

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

３／ １㈰

３／ ７㈯

３／ ８㈰

３／14㈯

３／15㈰

３／20㈮

３／21㈯

３／22㈰

３／28㈯

３／29㈰

４／ ４㈯

４／ ５㈰
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2020年（令和２年）

　 こ よ み

木 THU 金 FRI 土 SAT

地域で咲かせよう笑顔の花

よりそいカフェへようこそ
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※陽目の里「名水茶屋」は４月１日㈬まで冬季休業します。

　 こ よ み ３月

３月の行政なんでも相談所

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで

　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤孝幸　☎68-3510
〔久住〕本郷俊一　☎76-1304　〔直入〕兒玉龍明　☎75-2426

地域 相談日 時　間 開　催　場　所

竹田

荻

久住

直入

３月18日㈬
10:00～

　12:00

竹田市総合社会福祉センター　相談室

荻公民館　幼児室

久住公民館　健康相談室

直入支所　小会議室

仲間と一緒に “楽しく” “安心して” 活動するために

スポーツ安全保険
2020 春 九州オルレフェア「奥豊後コース」

春分の日

小さな　掛金　大きな　補償

□４名以上のアマチュアの団体・グループで加入
□スポーツ・文化・レクリエーション・ボランティア・地域活動など、様々な
　団体・グループ活動を補償

（〒870-0908 大分市青葉町１番地 大洲総合運動公園スポーツ交流館（公財）大分県スポーツ協会内）

 ☎097-552-0400  電話受付時間：９:00～17:45（土、日、祝日を除く）

※インターネットからも加入受付を行っております。

お問い合わせ先：公益財団法人スポーツ安全協会大分県支部

スポーツ安全協会 検索
2019年12月作成

19-TC05720

加入受付中!

突然死葬祭費用保険

賠 償 責 任 保 険

傷  害  保  険

✓

✓

よりそいカフェは認知症の
人やその家族、地域の住民
らが気軽に交流できる場所
です。

【竹田】
・６日・27日㈮ 13:00-15:00

　みんなのいえカラフル

【荻】
・10日・24日㈫ 13:00-15:00

　荻「しらみず」

【久住】
・10日㈫・26日㈭ 13:00-15:00

　久住「りんどう」

【直入】
・13日・27日㈮ 13:00-15:00

　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・５日・12日㈭ 13:00-15:00

　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・４日㈬ 13:00-15:00

　宮砥分館

・11日㈬ 13:00-15:00

　入田分館

・17日㈫ 13:00-15:00

　あ祖母学舎

【都野】
・12日・26日㈭ 13:30-15:30

　グループホームくたみのもり

・竹田温泉「花水月」休館日
・直入地域畜産座談会 9:30～
（直入支所大会議室）

・直入地域防火のつどい 10:00
～（直入支所前広場）

・久住地域防火のつどい 14:00
～（久住支所駐車場）

・おはなしルーム 14:00-14:30
（竹田幼稚園）

・久住地域畜産座談会 9:30～
（久住公民館機能回復訓練室）
・第３回竹田市農業委員会総

会 13:30～（市役所本庁２階
庁議室）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹
田市総合社会福祉センター）
☎75-3688（温泉利用相談室）

・第22回岡藩城下町雛まつり「ひい
なあそび」10:30-14:00（古町商店
街）※楽市楽座・無電柱化事業完
了イベント同時開催

・令和元年度竹田市生涯学習まつ
り・高齢者大学閉講式 12:30～

（グランツたけた）
・第22回岡藩城下町雛まつり「流し

雛」13:00～（JR豊後竹田駅前稲
葉川河川敷）

・竹田温泉「花水月」休館日
・豊肥家畜市場〔子牛〕9:30～

せり開始（豊後豊肥家畜市場）
・３歳児健診 13:00～受付（竹

田市総合社会福祉センター）
・おはなしルーム 14:00-14:30
（南部幼稚園）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹
田市総合社会福祉センター）
☎75-3688（温泉利用相談室）

・第９回荒城の月短歌大会「コ
ンテンポラリーアート短歌Ⅱ
俳句×短歌」13:00～（グラン
ツたけた）   

・たけのこ文庫のおはなし会
15:00-15:30（竹田市立図書館）

・竹田温泉「花水月」休館日
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市総合

社会福祉センター）☎75-3688（保険健
康課温泉利用相談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（荻支所）
※要予約（前日午前中まで）☎63-3346

（竹田市心の相談支援事業所）
・荻地域畜産座談会 14:00～（荻公民館

２階中会議室）
・不登校を考える親の会「コスモスの会」

19:00-21:30（みんなのいえカラフル）☎
090-5470-8998（山口）

・大分県司法書士会豊肥支部
「無料法律相談所」9:00-12:00
（竹田分館）☎63-3155（渡部

定男司法書士事務所）

・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00
（大分県豊肥振興局）※要予約 ☎

63-1171（豊肥振興局）
・こころの健康相談 13:30-15:30（久住

保健センター）※要予約（前日午前
中まで）☎63-3346（竹田市心の相
談支援事業所）

・精神保健相談 14:00-16:00（大分県
豊肥保健所）※要予約 ☎0974-22-
0162（豊肥保健所）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹
田市総合社会福祉センター）
☎75-3688（温泉利用相談室）

・宮城の里第８回しだれ桜祭り
10:00～（宮城分館）

・由学館セミナー「廣瀬武夫を
学ぶ会」13:30～（竹田市総
合社会福祉センター）※参加
無料 ☎63-4801（企画情報
課）

　森林の保護・育成・愛護思想の普及のため、緑化用苗木の無料配布
を行います。荻地域と直入地域は、秋期にトマト天国inおぎ及び直入
ふるさと振興祭で配布していますので、今回は竹田地域と久住地域が
対象です。
　なお、苗木は原則１人１本で、なくなり次第終了となりますのでご了
承ください。
配布日時及び場所
竹田地域　３月６日㈮  午後３時～４時（竹田市役所前駐車場）
久住地域　３月９日㈪  午後２時～３時（久住公民館前駐車場）
問農政課林業振興室　☎63-4805

「緑の募金」春期緑化用苗木を無料配布します

　春の九州オルレフェアの参加者を募集しています。

　春の訪れを感じながら里山をめぐり、春色に染まった用作公園

や岡城跡を歩いてみませんか？

日　時　３月22日㈰  9:00 ～受付 10:00スタート（JR朝地駅）

参加費　1500円　※子どもも同額。未就学児は無料。

申込方法　FAXまたはメールで３月16日㈪までにお申し込みください。

定　員　200人（定員になり次第締切）

　・問 竹田市観光ツーリズム協会　☎63-0585 ／ FAX 64-1127
　　　 E-mail：info@taketan.jp

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
や
感
染
拡
大
の
恐
れ
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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竹 田 市 の　 こ よ

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

1

8

15

22

29

4

11

18

25

竹 田 市 の　 こ よたけたんカレンダー

４月上旬の主な予定　　   　　　　　    ※２月20日現在

２日㈭ ・陽目の里「名水茶屋」営業開始
４日㈯ ・大分公証人合同役場出張無料相談会 9:00-11:00

（竹田市総合社会福祉センター）※要予約 ☎097-
535-0888（大分公証人合同役場）

５日㈰ ・第72回岡城桜まつり 10:30 オープニングセレモ

ニー（岡城中川但見屋敷跡）11:10～大名行列・

甲冑武者行列（岡城跡～竹田城下町）

※開始時間は予定です。

月
間
・
そ
の
他

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です。

（20日が土日の場合は翌開庁日が締切日となります）　問農業委員会事務局　☎63-4815

・第22回岡藩城下町雛まつり
（～８日㈰）

・がん患者交流会「ぴぉ～ね」
10:00-12:00（大久保病院）※
事前連絡が必要 ☎0974-22-
0162（豊肥保健所）

○春季全国火災予防運動（～７日）

○令和元年分の贈与税の申告（～16

日）

○令和元年分の所得税および復興特

別所得税の確定申告（～16日）

○個人事業者の消費税および地方消

費税の確定申告（～31日）

○赤い羽根共同募金運動（～31日）

○緑の募金（～５／31）

○自殺対策強化月間

　近年、農業ビニールハウス

が突風により線路内に飛来

し、列車と衝突する事故が発

生しています。

　春先は低気圧が発達し、強

風が吹く日が多くなりますの

で、農業用・建築用ビニール

には飛散防止対策をお願いし

ます。

　また、買い物用ビニール袋

は確実に持ち帰るか、ゴミ箱

に入れていただきますよう、

皆さまのご理解とご協力をお

願いします。

問 JR九州大分鉄道事業部

　 ☎097-513-5853 

鉄道設備への
飛散防止のお願い

・【 納 期 限 】国 民 健 康 保 険 税
（11期）、介護保険料・後期高

齢者医療保険料（８期）
・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日
・竹田地域防火のつどい 10:00

～（グランツたけた芝生広場）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹
田市直入B&G海洋センター体
育館）☎75-3688（温泉利用相
談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30
（直入支所）※要予約（前日午前
中まで）☎63-3346（竹田市心
の相談支援事業所）

・グランツたけた休館日
・竹田地域畜産座談会 9:30～
（JAおおいた豊肥事業部竹田

営業所２階）
・キリシタン遺 跡を訪ねる会
「臼杵市野津町下藤」13:00
までにJR豊後竹田駅集合 ※
参加費1000円（要予約）☎
62-4100（竹田創生館）

・2020カラオケフェスタ 9:30開
場 10:00開演（グランツたけ
た）※入場無料☎63-4817

（竹田市文化連盟事務局（竹
田市生涯学習課内））

・おはなしひろば 10:30-11:00
（竹田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00
（竹田市直入B&G海洋セン
ター体育館）☎75-3688（温
泉利用相談室）

・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日

・グランツ映画館「めんたい ぴ
りり」10:00／14:00／18:00

（グランツたけた）
・福寿草を愛でる茶会
 11:00-13:00（籾山八幡社境内）
※お茶券300円 ☎75-2424

（佐藤）
・第10回民謡と踊りの祭典
  12:00～（グランツたけた）

・おはなしひろば 10:30-11:00
（竹田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00
（竹田市直入B&G海洋セン
ター体育館）☎75-3688（温
泉利用相談室）

・長湯温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・豊肥家畜市場〔成牛〕9:30～せり開始（豊後豊

肥家畜市場）

・年金相談［完全予約制］10:00-15:00（竹田市高

齢者いきいき交流センター）☎097-552-1211
（日本年金機構大分年金事務所）

・大分県行政書士会無料相談会 13:00-16:00（大

分県行政書士会〔大分市〕）☎097-537-7089
（大分県行政書士会事務局）

・乳児（９～10か月児）健診 13:15～受付（竹田

市総合社会福祉センター）

・グランツたけた休館日・郷土の自然に親しみ植物を観察
する会「豊栄鉱山跡～観音滝」
8:00までに市役所駐車場集合

※参加費1000円、年会費1000

円 ☎62-4100（竹田創生館）

・大分県立竹田高等学校器楽部
第51回定期演奏会 17:30開場

18:00開演（グランツたけた）※

入場無料

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田
市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
市直入B&G海洋センター体育
館）☎75-3688（温泉利用相談
室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹
田市総合社会福祉センター）※要
予約（前日午前中まで）☎63-3346

（竹田市心の相談支援事業所）

・グランツたけた休館日・春休み折り紙教室 13:30～
（竹田創生館）※対象は幼児

～小学生、参加費300円（要
予約）☎62-4100（竹田創生
館）

・【納期限】国民健康保険税（12
期）

・おはなしひろば 10:30-11:00
（竹田市立図書館）
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厚
生
労
働
省
で
は
出
生
や
死
亡
、

死
産
が
あ
っ
た
場
合
や
、
婚
姻
、
離

婚
を
さ
れ
た
方
の
届
出
を
も
と
に
人

口
動
態
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

調
査
結
果
は
公
衆
衛
生
、
労
働
衛

生
、
社
会
福
祉
な
ど
各
施
策
の
た
め

の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
５
年
に
一
度
、
国
勢
調
査
の

行
わ
れ
る
年
度
は
、
人
口
動
態
調
査

（
職
業
・
産
業
）
を
実
施
す
る
た
め
、

各
届
書
に
職
業
の
記
入
（
死
亡
届
に

は
併
せ
て
産
業
の
記
入
）
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
る
令
和
２

年
度
に
、
こ
れ
ら
の
届
出
を
さ
れ
る

際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
人
口
動
態
調
査
で
使
用
す

る
情
報
は
、
統
計
法
に
よ
り
厳
し
く

守
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

対
象　

４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３

月
31
日
ま
で
の
出
生
・
死
亡
・
死

産
・
婚
姻
・
離
婚
の
届
出

※
市
区
町
村
の
窓
口
に
備
え
付
け
ら

れ
て
い
る
「
出
生
・
死
亡
・
死
産
・

婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方
に

お
願
い
（
職
業
・
産
業
例
示
表
）」

を
参
考
に
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

市
民
課　

☎
63

－

４
８
０
４

　

児
童
手
当
制
度
は
次
の
よ
う
な
場

合
、
市
の
窓
口
で
申
請
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

・
竹
田
市
に
転
出
・
転
入
し
た
と
き

・
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き

・
お
子
さ
ん
の
監
護
生
計
関
係
が
消

滅
し
た
と
き

・
公
務
員
に
な
っ
た
と
き
、
公
務
員

で
な
く
な
っ
た
と
き

　

特
に
３
月
・
４
月
は
転
出
・
転
入

等
、
住
民
票
の
異
動
が
多
い
時
期
で

す
。
手
続
き
を
さ
れ
る
際
は
、
児
童

手
当
の
手
続
き
も
一
緒
に
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
手
続
き
が
遅
れ
る

と
、
原
則
遅
れ
た
月
分
の
児
童
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

他
に
も
申
請
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
竹

田
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
社
会
福
祉
課
内　

☎
63

－

４

８
２
３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

「
お
金
が
払
え
な
い
」
と
断
っ
て

い
る
者
に
対
し
て
、
借
金
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
契
約
を
さ
せ
て
強
引
に
契
約

を
結
ば
せ
る
、
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル

が
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
数

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

手
口
の
一
例
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ホ
で
『
家
庭
で
簡
単
に
で
き

る
副
業
』
を
検
索
し
、
出
て
き
た
業

者
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
登

録
費
用
等
で
50
万
円
か
か
る
が
、
月

30
万
円
以
上
の
収
入
に
な
る
の
で
す

ぐ
返
済
で
き
る
」
と
言
わ
れ
た
。
そ

こ
で
、
借
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
支
払

う
こ
と
に
し
た
が
、
思
っ
た
よ
う
に

稼
げ
な
か
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
業
者
と
契
約
す
る

と
、
当
初
の
説
明
ど
お
り
の
収
入
が

な
く
支
払
い
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
断
っ
て
も
強
引

に
契
約
を
迫
る
よ
う
な
業
者
の
話
は

鵜
呑
み
に
せ
ず
、
借
金
を
し
て
ま
で

契
約
を
し
て
も
本
当
に
大
丈
夫
な
の

か
を
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

問 

市
民
課
（
竹
田
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
）
☎
63

－

４
８
３
４ 

午
前
８

届
　
出

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚

の
届
出
の
際
に
は
職
業
の
記
入

を
お
願
い
し
ま
す

児
童
手
当

届
出
を
忘
れ
ず
に

消
費
者
行
政

断
っ
て
も
強
引
に
契
約
を
迫
る

手
口
に
ご
注
意

3 月の

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　　荻支所　☎0974-68-2211（代表）        
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　http://www.city.taketa.oita.jp/

令和２年春季全国火災予防運動

「ひとつずつ いいね！で確認 火の用心」

　３月１日㈰から７日㈯まで、「令和２年春
季全国火災予防運動」が行われます。
　火災から大切な命や財産を守るため、次
の「住宅防火・命を守る７つのポイント（３
つの習慣・４つの対策）」を心掛けましょう。
３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ ストーブは、燃えやすいものから離れた

位置で使用する。
○ ガスコンロなどのそばを離れるときは、

必ず火を消す。
４つの対策
○ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報

器を設置する。
○ 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防

ぐために、防炎品を使用する。
○ 火災を小さいうちに消すために、住宅用

消火器等を設置する。
○ お年寄りや身体の不自由な人を守るため

に、隣近所の協力体制をつくる。

住宅用火災警報器は10年を目安に交換
をおすすめします！

　住宅用火災警報器は古くなると、電子部
品の寿命や電池切れなどで、火災を感知し
なくなることがあるため、とても危険です。
　定期的に作動確認をし、警報音を確認しま
しょう。また10年を目安に交換しましょう。

問 竹田市消防本部警防課　☎63-0119

↑期間中には竹田・久住・直入地域で防火のつどいを開催し

ます（写真は昨年の様子）
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たけたんインフォ
 時

30
分
～
午
後
５
時
（
月
～
金
曜
の

平
日
の
み
）
／
大
分
県
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７

－

５
３
４

－

０
９
９
９

　

令
和
元
年
分
確
定
申
告
の
納
付
期

限
は
下
記
の
と
お
り
で
す
の
で
、
期

限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
並
び
に
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
納
税
は
、

金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
引
き

落
と
し
と
な
る
「
振
替
納
税
」
が
大
変

便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

竹
田
税
務
署
（
☎
63

－

３
１
４
１
※
自

動
音
声
案
内
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

平
成
12
年
度
に
始
ま
っ
た
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
農
業
生

産
条
件
の
不
利
な
中
山
間
地
域
等
に

お
い
て
、
農
用
地
の
維
持
・
管
理
を

目
的
と
し
た
協
定
に
よ
り
農
業
生
産

活
動
等
を
行
う
場
合
に
、
面
積
に
応

じ
て
一
定
額
を
交
付
す
る
制
度
で

す
。
平
成
27
年
度
か
ら
は
、「
農
業

の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
た
安

定
的
な
措
置
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

令
和
元
年
度
、
市
内
の
１
８
２
の

集
落
協
定
に
取
り
組
み
を
い
た
だ
い

て
い
る
農
業
生
産
活
動
は
、
洪
水
や

土
砂
崩
れ
を
防
ぎ
、
美
し
い
風
景
や

生
き
物
の
す
み
か
を
守
る
と
い
っ
た

広
く
国
民
全
体
に
及
ぶ
効
果
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
重
要
性

に
鑑
み
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
で
は
、
国
・
大
分
県
と
竹
田
市

が
費
用
を
負
担
し
、
集
落
協
定
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
は
、
第
５
期
対

策
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
地

域
の
農
業
生
産
の
維
持
・
発
展
や
地

域
の
活
性
化
に
、
本
制
度
を
有
効
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
農
用
地

⒜
急
傾
斜
地
（
田
は
20
分
の
１
以

上
、
畑
・
草
地
・
採
草
放
牧
地
は
15

度
以
上
）

⒝
緩
傾
斜
地
（
田
は
１
０
０
分
の
１

以
上
20
分
の
１
未
満
、
畑
・
草
地
・

採
草
放
牧
地
は
８
度
以
上
15
度
未
満
）

対
象
者　

集
落
等
を
単
位
と
す
る
協

定
を
締
結
し
、
５
年
間
農
業
生
産
活

動
等
を
継
続
す
る
農
業
者
等

交
付
金
の
使
途　

交
付
金
は
協
定
参

加
者
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
幅
広
い
使
途
に
活
用

で
き
ま
す
。（
使
途
は
予
め
協
定
に

定
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
）

交
付
額　

協
定
に
定
め
る
活
動
内
容

が
、
耕
作
放
棄
の
発
生
防
止
活
動
、

水
路
・
農
道
等
の
管
理
活
動
な
ど
の

「
農
業
生
産
活
動
等
」
や
、
周
辺
林

地
の
管
理
、
景
観
作
物
の
作
付
、
体

験
農
園
な
ど
の
「
多
面
的
機
能
を
増

進
す
る
活
動
」
に
よ
る
「
農
業
生
産

活
動
等
を
継
続
す
る
た
め
の
活
動
」

の
み
の
場
合
は
交
付
単
価
の
８
割
、

こ
れ
に
加
え
て
集
落
戦
略
の
作
成
な

ど
の
「
体
制
整
備
の
た
め
の
前
向
き

な
活
動
」
を
行
う
場
合
は
交
付
単
価

の
10
割
を
交
付
し
ま
す
。

 

手
続
き
の
流
れ 

⑴
協
定
の
作
成　

集
落
の
現
状
、
目

標
、
役
割
分
担
等
を
地
域
で
話
し
合

い
、
集
落
と
し
て
目
指
す
べ
き
方
向

や
そ
の
た
め
の
活
動
内
容
、
交
付
金

の
使
用
方
法
等
を
定
め
た
協
定
を
作

成
し
ま
す
。

⑵
協
定
の
提
出　

作
成
し
た
協
定
を

市
に
提
出
し
、
市
長
が
認
定
し
ま

す
。（
協
定
の
提
出
期
限
は
８
月
31

日
㈪
）

⑶
活
動
の
実
施　

協
定
に
基
づ
き
、

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

⑷
交
付
金
の
支
払
い　

交
付
金
は
市

に
交
付
申
請
書
を
提
出
し
、
交
付
決

定
を
受
け
た
後
、
集
落
の
活
動
内
容

や
活
動
実
績
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま

す
。

※
新
た
な
集
落
協
定
を
組
織
し
、
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
取
り

組
み
を
お
考
え
の
方
は
、
農
政
課（
☎

63

－

４
８
０
５
）
ま
た
は
各
支
所
地

域
振
興
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
制
度
の
詳
細
は
農
林
水

産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き

ま
す
。

確
定
申
告

確
定
申
告
の
期
限
内
納
付
と

振
替
期
日

農
　
業

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

第
５
期
対
策
が
始
ま
り
ま
す

　「国民年金第１号被保険者」及び「任意加入被保険者（65歳以上の方を
除く）」は、定額保険料に付加保険料を上乗せして納めることで、受給す
る年金額を増やせます。
 付加保険料の月額　400円
 申し込み先　市民課及び各支所地域振興課、大分年金事務所
 付加年金の年金額　受け取る年金額は「200円×付加保険料納付月数」

10年間（400円×12か月×10年＝ 48,000円）納めると

➡
年間24,000円増加 

20年間（400円×12か月×20年＝ 96,000円）納めると 年間48,000円増加 

30年間（400円×12か月×30年＝144,000円）納めると 年間72,000円増加 

40年間（400円×12か月×40年＝192,000円）納めると 年間96,000円増加 

 注意事項
・付加保険料の納付は申し込んだ月分からとなります。
・付加保険料の納期限は翌月末日（納期限）です。
・ 納期限を経過した場合でも、期限から２年間は付加保険料を納めること

ができます。
・国民年金基金に加入している方は、付加保険料を納めることはできません。
・ 月末が土日もしくは休日等にあたる場合、また年末の納期限は、翌日最

初の金融機関等の営業日となります。
・ 付加保険料の納付をやめる場合は、付加保険料納付辞退申出書の提出が

必要です。
問 大分年金事務所国民年金課 　☎097-552-1211 

令和元年分確定申告の納付期限と

振替納税の振替日

納付期限
振替納税
の振替日

申告所得税及
び復興特別所
得税

３月16日㈪ ４月21日㈫

消費税及び地
方消費税（個
人事業者）

３月31日㈫ ４月23日㈭

付加保険料で受給する年金額を増やせます

2020年３月発行15



　

使
用
済
み
の
ビ
ニ
ー
ル
や
マ
ル
チ

な
ど
の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

は
、
法
律
で
適
正
な
処
理
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

回
収
場
所
へ
運
搬
す
る
場
合
は
運

搬
車
両
の
表
示
及
び
書
面
の
備
え
付

け
（
携
帯
）
を
行
い
、
印
鑑
を
必
ず

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

回
収
す
る
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類　

ハ
ウ
ス
の
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、

農
業
用
の
マ
ル
チ
資
材
、
ラ
ッ
プ
サ

イ
レ
ー
ジ
、
肥
料
袋
（
ビ
ニ
ー
ル
）、

育
苗
用
ポ
ッ
ト
、
農
薬
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
空
容
器
な
ど

※
農
ビ
ニ
ー
ル
と
農
ポ
リ
に
分
類
し

て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

３
月
の
回
収
日
程
（
予
定
）

・
久
住
野
菜
集
出
荷
場　

３
日
㈫

・
直
入
野
菜
集
出
荷
場　

４
日
㈬

・
菅
生
育
苗
セ
ン
タ
ー　

５
日
㈭

・
荻
堆
肥
セ
ン
タ
ー　
　

６
日
㈮

回
収
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

（
時
間
内
で
の
持
ち
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
）

料
金　

１
キ
ロ
当
た
り
33
円
（
税
込
）

※
分
別
や
梱
包
の
下
処
理
が
適
正
で

な
い
廃
プ
ラ
は
、
引
き
取
り
を
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

竹
田
市
農
政
課　

☎
63

－

４
８
０

５
／
大
分
県
農
協
豊
肥
事
業
部
園
芸

課　

☎
63

－

１
２
２
４

　

大
分
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
新

規
就
農
者
の
確
保
対
策
と
し
て
、
就

農
希
望
者
を
対
象
に
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。

期
間　

７
月
10
日
㈮
～
令
和
３
年
３

月
10
日
㈬

内
容　

野
菜
の
栽
培
実
習
・
基
礎
講

座場
所　

大
分
県
立
農
業
大
学
校
（
豊

後
大
野
市
三
重
町
赤
嶺
）

費
用　

３
万
２
千
円

募
集
期
間　

４
月
10
日
㈮
～
５
月
15

日
㈮
の
午
後
５
時
ま
で

選
考
試
験　

６
月
12
日
㈮　

午
後
１

時
30
分
～

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
よ

り
、
大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山
村
振

興
部
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

☎
０
９
７
４

－

22

－

７
５
８
３

　

県
で
は
、
県
が
管
理
す
る
道
路
沿

線
で
、
草
刈
り
や
花
植
え
な
ど
の
環

境
美
化
活
動
を
行
う
自
治
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

 

草
刈
り
活
動
（
美
化
事
業
）

対
象　

延
べ
面
積
１
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
草
刈
り

支
援
内
容　

草
刈
り
面
積
１
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
８
円
（
交
通
規
制

が
必
要
な
箇
所
は
12
円
）
を
支
給

対
象
期
間　

６
月
～
10
月

 

花
植
え
等
活
動
（
支
援
事
業
）

対
象　

花
植
え
、
街
路
樹
の
落
ち
葉

清
掃
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
清
掃
等

支
援
内
容　

花
の
苗
や
肥
料
、
軍

手
、
ゴ
ミ
袋
な
ど
の
活
動
に
必
要
な

資
材
等
の
購
入
に
要
す
る
費
用
を
、

上
限
10
万
円
以
内
で
支
給

対
象
期
間　

通
年

　

県
で
は
、
安
全
・
安
心
な
道
路
環

境
を
創
出
す
る
た
め
、
企
業
・
団
体

の
皆
様
か
ら
寄
附
金
を
募
集
す
る

「
お
お
い
た
灯
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー
事

業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
は
道
路
照
明

灯
の
維
持
管
理
等
に
活
用
し
、
道
路

照
明
灯
の
支
柱
や
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
企
業
・

団
体
名
を
表
示
し
ま
す
。

問 

大
分
県
竹
田
土
木
事
務
所
管
理

班　

☎
63

－

２
１
０
４

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回

収
し
ま
す

大
分
県
立
農
業
大
学
校

就
農
準
備
研
修（
野
菜
中
期
コ
ー
ス
）

道
路
環
境

ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
支
援
事
業

お
お
い
た
灯あ

か

り
の
サ
ポ
ー
タ
ー

事
業

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

ビニールハウス洗浄機を無料で貸し出します

　阿蘇山の噴火に伴う降灰が続いています。ビニールハウスに付
着すると光線量の低下による生育不良、落花・結実不良などが生
じます。また、ビニールの劣化を早めることも考えられます。 
貸出するハウス洗浄機　※混合ガソリンは利用者負担
●エンジン式ハウス洗浄機

　背負いあらいぐま

　（主に単棟ハウス用） 

　エンジンでブラシを回転させ洗
浄します。本体から水は出ません。
・エンジン部（5.7kg ／混合ガソリン） 
・ブラシ５m　　・操作／受ハンドル 
●マックス ハウス洗浄機（水圧回転式ハウス洗浄機） 

　お持ちの動力噴霧器機がそのまま使用で
きます。動力噴霧機より得られる水圧でブ
ラシを回転させて洗浄します。
・長さ 1.98ｍ～ 5.18ｍ　　・重さ 3.1 ㎏ 
※洗浄機の利用については大分県農協豊肥事業部各グリーン店に
お問い合わせください。 

問 グリーン店竹田   ☎63-3030 ／グリーン店荻      ☎68-2807 
　 グリーン店久住   ☎76-1243 ／グリーン店直入   ☎75-2235 
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たけたんインフォ／ふるさと求人情報

　

５
月
17
日
か
ら
30
日
の
間
に
開
催

さ
れ
る
「
大
分
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」
に
出
場
す
る
選
手
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
者　

令
和
２
年
４
月
１
日
時
点

で
年
齢
が
６
歳
以
上
の
、
身
体
、
知

的
、
精
神
の
い
ず
れ
か
に
障
が
い
を

有
す
る
市
民
の
方
（
障
が
い
の
種
類

に
よ
っ
て
は
参
加
で
き
な
い
競
技
も

あ
り
ま
す
）

競
技
及
び
期
日

・
５
月
17
日
㈰　

水
泳

・
５
月
23
日
㈯　

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー

・
５
月
24
日
㈰　

総
合
開
会
式
、
陸

上
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

・
５
月
30
日
㈯　

卓
球

申
込
方
法　

水
泳
、
陸
上
、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
卓
球
に
つ
い
て

は
、
社
会
福
祉
課
及
び
各
支
所
地
域

振
興
課
で
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ボ
ウ

リ
ン
グ
及
び
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
に
つ
い

て
は
、
申
込
書
に
記
入
後
、
各
自
で

団
体
宛
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

３
月
16
日
㈪

問 

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係　

☎
63

－

４
８
１
１
／
FAX 

63

－

０
９
８
８

　

市
で
は
、
手
話
通
訳
者
や
手
話
奉

仕
員
を
目
指
す
方
を
対
象
に
手
話
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
手
話
通
訳

者
・
手
話
奉
仕
員
と
し
て
地
域
の
中

で
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

開
催
日　

毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

の
午
後
７
時
～
９
時
（
全
24
回
）

※
祝
日
の
場
合
は
翌
週
の
開
催

開
講
式　

４
月
７
日
㈫
を
予
定

会
場　

竹
田
市
高
齢
者
い
き
い
き
交

流
セ
ン
タ
ー
（
竹
田
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
裏
）

講
師　

大
分
県
聴
覚
障
害
者
協
会

か
ら
派
遣

費
用　

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ

キ
ス
ト
代
等
実
費
が
か
か
り
ま
す
。

（
テ
キ
ス
ト
は
入
門
課
程
、
基
礎
課

程
同
じ
も
の
を
使
用
。
基
礎
課
程
講

習
会
は
令
和
３
年
度
に
実
施
予
定
）

申
込
書
提
出
先　

社
会
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
課

※
受
講
申
込
書
は
社
会
福
祉
課
及
び

各
支
所
地
域
振
興
課
に
用
意
し
て
い

ま
す
。

申
込
締
切　

３
月
24
日
㈫

問 

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
63

－

４
８
１
１
／
FAX 

63

－

０
９
８
８

　

豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
健
康
な
方
で
、
就
業
意
欲
が
あ

り
、
短
期
で
軽
易
な
仕
事
を
希
望
す

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　

次
の
日
時
で
入
会
説
明
会
を
行
い

ま
す
の
で
、
会
員
登
録
を
希
望
さ
れ

る
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、

25
日
（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）
の
午
後

２
時
か
ら

会
場　

豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
竹
田
支
所
（
竹
田
市
大
字
竹

田
１
５
０
１
番
地
２
）

問 

公
益
社
団
法
人
豊
肥
地
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
竹
田
支
所 

☎
62

－

３
７
７
７

　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税
専

門
官
採
用
試
験
の
受
験
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

受
験
資
格

○
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

○
平
成
11
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

募
　
集

第
15
回
大
分
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
者
募
集

令
和
２
年
度 

手
話
講
習
会

（
入
門
課
程
）
受
講
生
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

会
員
募
集

試
　
験

国
税
専
門
官
採
用
試
験

　　　　   ふるさと求人情報

①施設での介護 １人 12.6～18.1万円

②タクシー乗務員 ２人 13.9～21.4万円

③一般事務 １人 14.8～17万円

④集荷と営業 ２人 14.1～17万円

⑤保育士 １人 16.5～22.5万円

⑥厨房職員 １人 14.3万円

⑦養鶏作業員 １人 18～23万円

⑧フロント係 １人 15.5～17万円

⑨和菓子製造 ３人 13.9～18.7万円

⑩配送員 １人 18～25万円

⑪製材工・設備工事工 ２人 13.2～26.4万円

⑫機械整備 １人 16.1～27.8万円

〔パート求人〕（時給）

⑬レジ係 ２人 850円

⑭医療事務 １人 800～1000円

⑮精肉担当者 ２人 850円

⑯美容スタッフ・エステシャン ２人

　800～1000円

⑰清掃員 １人 790円

⑱ナイトフロント １人 800円

⑲洗い場・調理補助 １人 900～1000円

⑳ホール接客 ３人 790～900円

㉑販売 ３人 860～960円

㉒野菜つけ物工 ３人 790円

㉓管理事務・接客等 １人 800円

㉔ホームヘルパー ２人 1097～1342円

問 竹田市ふるさとハローワーク

　  ☎63-1101

地元で働いて
みませんか？
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※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

⑴
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒

業
し
た
者
及
び
令
和
３
年
３
月
ま
で

に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

専
用
ア
ド
レ
ス
（http://w

w
w

.jin
ji-

shiken.go.jp/juken.htm
l

）
に
ア
ク

セ
ス
し
、
申
込
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間　

３
月
27
日
㈮
の
午
前
９

時
か
ら
４
月
８
日
㈬
ま
で

第
１
次
試
験　

６
月
７
日
㈰

問 

人
事
院
人
材
局
試
験
課
（
☎
03

－

３
５
８
１

－

５
３
１
１　

内
線
２
３

３
２
）
ま
た
は
熊
本
国
税
局
人
事
第

二
課
試
験
研
修
係
（
☎
０
９
６

－

３

５
４

－

６
１
７
１　

内
線
６
０
４
６
）

　

海
上
保
安
庁
の
一
般
職
員
を
養
成

す
る
海
上
保
安
学
校
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

試
験
日　

５
月
10
日
㈰

申
込
期
限　

４
月
３
日
㈮

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
人
事

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
採
用
情
報
Ｎ
Ａ

Ｖ
Ｉ
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
海
上
保
安
部
管
理
課　

☎
０
９
７

－
５
２
１

－

０
１
１
２

　

裁
判
所
で
は
令
和
２
年
度
裁
判
所

職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

試
験
日　

５
月
９
日
㈯

試
験
種
類　

総
合
職
試
験
及
び
一
般

職
（
大
卒
程
度
）
試
験

申
込
期
間　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
申
し
込
み
は
４
月
１
日
㈬
午
後
３

時
～
９
日
㈭
（
受
信
有
効
）、
郵
送

に
よ
る
申
し
込
み
は
４
月
１
日
㈬
～

３
日
㈮
（
消
印
有
効
）

※
受
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書
は
最

寄
り
の
裁
判
所
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
大

分
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
人
事

第
一
係
（
☎
０
９
７

－

５
３
２

－
７
１

６
１　

内
線
６
１
６
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

「
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
自
殺
願

望
な
ど
精
神
的
な
危
機
に
あ
る
人
の

よ
き
隣
人
に
な
り
た
い
と
い
う
願
い

か
ら
生
ま
れ
た
市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　

「
大
分
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
年

中
無
休
24
時
間
体
制
で
相
談
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
体
制
を
維

持
し
て
い
く
た
め
、
第
37
期
電
話
相

談
員
の
養
成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

開
講
日　

５
月
12
日
～
令
和
３
年
１

月
12
日
の
毎
週
火
曜
日

時
間　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

会
場　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
（
大
分
市

府
内
町
１

－

５

－

38
）

募
集
人
員　

50
人
（
先
着
順
）

募
集
締
切　

４
月
30
日
㈭

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

応
募
方
法　

受
講
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
大
分
い
の
ち
の

電
話
（
〒
８
７
０

－

８
７
９
９ 

大
分

中
央
郵
便
局
私
書
箱
23
号
）
に
郵
送

す
る
か
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

社
会
福
祉
法
人
大
分
い
の
ち
の

電
話
事
務
局　

☎
０
９
７

－

５
３
７

－

２
４
８
８
／
FAX 

０
９
７

－

５
３
７

－

２
４
９
２

日
時　

５
月
12
日
㈫　

午
前
９
時
10

分
～
午
後
４
時
50
分

会
場　

エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の　

会
議

室
ほ
か

受
講
料　

会
員
６
０
５
０
円
（
会
員

外
７
１
５
０
円
）
と
テ
キ
ス
ト
代
２

７
５
０
円

■申
・

問 

（
一
社
）
大
分
県
労
働
基
準

協
会
豊
後
大
野
支
部　

☎
０
９
７

４

－

26

－

４
１
１
５
／
FAX 

０
９
７
４

－

26

－

４
１
４
６

　

再
就
職
を
目
指
す
求
職
者
の
皆
さ

ん
。
職
業
訓
練
施
設
を
見
学
し
て
、

あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
な
訓
練
コ
ー
ス

を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

３
月
17
日
㈫　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
大
分
市
皆
春
１
４
８
３

－

１
）

参
加
料　

無
料

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分　

☎
０
９
７

－

５
２
９

－

８
６
１
５

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

講
座
・
講
習
会

大
分
い
の
ち
の
電
話
相
談
員
養
成
講
座

刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育

公
共
職
業
訓
練 

訓
練
コ
ー
ス
説
明
会

　令和２年３月分（４月納付分）

から保険料率が変わります。

○健康保険料率（大分支部）

　10．17％（現行10．21％）

○介護保険料率（全国一律）

　１．79％（現行１．73％）

※40歳から64歳までの方（介護保

険第２号被保険者）には健康保険

料率に介護保険料率が加わります。

※健康保険料と介護保険料は、労

使折半となります。

※任意継続被保険者の方は、４月

分の保険料から改定されます。

問 全国健康保険協会（協会けんぽ）

　 大分支部　☎097-573-5630

協会けんぽ加入者の皆さまへ
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滞納処分を強化しています

滞納処分を強化しています

↑捜索によって差し押さえた動産等は公売されます（令和元年度由布・日

田・九重・玖珠合同公売会の様子）

　令和元年度も残りひと月となりました。税金の納め忘れはありませんか？

　納期内に納めた方との公平性を保つため、滞納がある方には本来の税額などに「督促手数料」や「延

滞金」を加算して請求します。さらに、金融機関・勤務先・保険会社等に対して財産調査を実施し、

財産等があるにもかかわらず納付しない場合は、事前予告や本人の同意なく、財産の差し押さえを

行います。

　滞納したまま放置せず、事情のある方は必ず納付相談をお願いします。

　口座振替制度は税の納め忘れがなく、納

期ごとに納めに行く時間や手間がかからず

便利です。

　口座振替の申し込みは簡単。振り替えを

始めたい納期限の前月までに通帳と通帳の

届出印を持って、税務課または各支所地域

振興課、もしくは市内の金融機関（ゆう

ちょ銀行は除く）でお申し込みください。

　現在、口座振替キャンペーン（７月末ま

で）を実施中です。期間中に登録いただい

た方には竹田市家庭用指定ごみ袋１ロール

（10枚入り）をプレゼントします！

問 税務課管理係

　  ☎63-1111（内線121・122）

問 税務課特別収納推進室　☎63-1111（内線193・194・195・196）

■ 令和元年度の滞納処分等実施状況

■預貯金 　　 255件

■生命保険　　30件

■その他債権　70件

※金額にして約３千万円を差し押さえに

　よって徴収しています。

■給　与 　125件

■出資金　　７件

※家宅捜索　２件

● 差し押さえの内容

　軽自動車税は、毎年４月１日時点で軽自動車等を所

有している方にかかる税金です。使用していない原付

や農耕用トラクター等がありましたら、廃車手続きを

してください。また、所有者または使用者が変更になっ

た場合は名義変更の手続きをお早めにお願いします。

〔手続き窓口〕

　①原付自転車と小型特殊（農耕用トラクター等）

　　　　→市役所税務課及び各支所地域振興課

　②軽四乗用車及び軽四貨物車

　　　　→大分県軽自動車検査協会

　　　　（☎050-3816-1759）

　③二輪の軽自動車及び二輪小型自動車

　　　　→九州運輸局大分運輸支局

　　　　（☎050-5540-2087）

問 税務課課税係　☎63-1111（内線126）

廃車手続きはお済みですか?

滞納処分件数は 487件 （平成31年４月～令和２年１月末）

（※は差押件数には含まず）

口座振替キャンペーン実施中！
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明るい選挙啓発ポスターコンクール 市内から３名が入賞／まるごと博物館 ほか

　
旧
朽
網
郷
白
丹
村
に
あ
る
山
城

「
南
山
城
」
は
、
天
正
14
（
１
５

８
６
）
年
、
島
津
軍
の
侵
入
に
あ
っ

て
落
城
し
、
以
後
廃
城
と
な
る
。

城
地
は
白
丹
地
区
南
山
（
標
高
６

０
７
メ
ー
ト
ル
）
の
南
に
位
置
す

る
。

　「
南
山
志
賀
記
抄
」
に
よ
れ
ば

東
南
は
、
谷
深
く
、
川
水
が
流
れ

て
沼
田
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
が
詰
ま
っ
て
難
所
が
多

く
、
兵
馬
の
通
行
が
き
わ
め
て
困

難
で
あ
る
。
西
南
の
方
角
は
谷
が

深
く
、
本
城
は
天
に
そ
び
え
る
よ

う
に
建
っ
て
お
り
、
そ
の
下
方
に

は
竹
木
が
繁
る
。
城
地
の
形
は
琵

琶
を
置
い
た
よ
う
に
な
っ
て
城
兵

が
守
り
、
敵
に
備
え
て
い
る
。
南

山
城
は
殊
に
勝
れ
た
名
城
で
あ
る

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
城
地
に
は
、
本
丸
・
二
ノ
丸
・

三
ノ
丸
・
御
寝
間
所
・
勢
溜
の
地

名
が
残
さ
れ
て
い
る
。
出
城
に
綱

張
城
が
あ
り
、
南
山
城

の
西
方
２
キ
ロ
、
旧
稲

葉
村
（
梅
の
木
）
に
そ

の
跡
が
残
さ
れ
て
い

る
。
南
山
城
は
志
賀
義

天
が
康
応
年
中
（
１
３

８
９
〜
１
３
９
０
年
）

に
築
城
し
た
と
い
う
説

と
、
そ
れ
以
前
に
志
賀

重
利
が
元
徳
２
（
１
３
３
０
）
年

に
築
城
し
た
と
い
う
説
が
あ
っ
て

は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
ま
だ
わ

か
っ
て
い
な
い
。

　
さ
て
、
南
山
城
を
築
城
し
た
と

い
わ
れ
る
一
人
、
志
賀
義
天
公
は

志
賀
八
郎
（
大
友
能
直
の
八
男
）

の
七
世
の
孫
で
武
蔵
守
と
称
し

た
。
常
楽
寺
を
修
め
、
桑
迫
神
社

を
興
し
た
。
常
楽
寺
は
志
賀
氏
の

菩
提
寺
で
裏
山
に
は
歴
代
の
墓
が

あ
り
、
中
興
の
英
主
、
義
天
公
の

墓
は
、
後
に
こ
の
寺
か
ら
５
０
０

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
山
中
の
現
在
地
に

移
し
た
。
今
は
整
備
さ
れ
、
と
て

も
見
晴
ら
し
が
よ
い
。
是
非
訪
れ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
な
お
、
南
志
賀
氏
全
盛
時
の
所

領
は
豊
後
久
住
白
丹
の
他
に
、
遠

く
豊
前
国
東
・
肥
後
玉
名
・
豊
前

田
川
・
筑
前
嘉
摩
・
肥
後
阿
蘇
な

ど
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
が「
大

友
系
志
賀
興
廃
書
」
等
で
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
田
北
敏
彦
）

山城「南山城」と義天公の墓

ま
る
ご
と
博
物
館

171

↑南山城を築城したといわれる志賀義
天公の墓

市
内
か
ら
３
名
が
入
賞

直入中生徒の作品が入賞

大分県統計グラフコンクール 明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
令
和
元
年
度
「
第
71
回
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
、
市
内
の
小
中
学
校
・
高
校
８
校
か
ら
63
点
の
応
募
が
あ
り
、
大
分

県
審
査
の
結
果
、
次
の
方
が
入
賞
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

※

入
選
作
品
に
つ
い
て
は
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.pref.oita.jp/

site/senkyo/konnku-ru.htm
l

）

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　身近な事柄や社会問題のデータをグラフに表す令和
元年度「第67回大分県統計グラフコンクール」で、直入
中学校３年の馬場温都さん、工藤寧皇さん、大久保杜亮
さんによる作品「日本一の炭酸泉！長湯温泉に来てみな
い？」が特選（大分ケーブルテレコム賞）に入賞、成田
りんさん、田北優さん、森田翔輝さんの作品「動物から
のＳＯＳ」が入選し、直入中学校は学校奨励賞を受賞し
ました。
　コンクールには県内から325人、272点の応募があ
り、32点が入賞しました。

●
中
学
校
の
部

　最
優
秀
賞

大
澤

　彩
音
さ
ん
　
　

（
直
入
中
学
校
２
年
）

●
高
校
の
部

　最
優
秀
賞

長
瀬

　亜
唯
来
さ
ん
　
　

（
竹
田
南
高
校
１
年
）

●
高
校
の
部

　優
秀
賞

岩
川

　詩
織
さ
ん
　
　

（
竹
田
南
高
校
１
年
）

←馬場温都さん、工藤寧皇さん、大
久保杜亮さんによる作品「日本一
の炭酸泉！長湯温泉に来てみな
い？」。炭酸泉と淡水浴での筋肉
及び皮膚の酸素量、草津温泉（群
馬県）と飯山温泉（神奈川県）、
長湯温泉の適した入浴時間をグラ
フ化し、長湯温泉が「長湯して利
く」ことをまとめています

成田りんさん、田北優さん、森田
翔 輝 さ ん の 作 品 「 動 物 か ら の
S O S 」 。 年 別 の 動 物 の 殺 処 分 数
や、猫がどのような理由で飼育放
棄されているかをグラフで表し、
動物の命を救うために私たちがで
きることを考察しています

→

なん     ざん  じょう ぎ　  てん　こう

こ
と

はる  と ね　お もりあき

ゆう しょう き

し 

お
り

あ

　い

　ら

あ
や 
ね

ぎ

て
ん
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□□□□□□□□□□

今月の読み聞かせ

開館のご案内

他200冊ほど入りました。

新刊のご案内

一般書

・桔梗の旗―明智光秀と光慶［潮出版社］ 

・稚児桜―能楽ものがたり―［淡交社］ 

・国道食堂　1st season［徳間書店］ 

・大人のカタチを語ろう。［集英社］ 

・みぎわに立って［里山社］ 

・うれしい生活［河出書房新社］ 

・かごと木箱と古道具と。

　―日々をいろどる“もの”選び［ワニブックス］

 

・これでもいいのだ［中央公論新社］ 

・行政犯罪［幻冬舎    ］ 

児童書

・鬼遊び〔４〕　闇の子守唄［小峰書店］ 

　

・グレタのねがい―地球をまもり 未来に生きる―［西村書店］ 

・イカリメーター［文芸社］ 

・いろいろ いろんな からだの ほん［少年写真新聞社］ 

・小学生になったら図鑑［ポプラ社］ 

・もふもふ動物のクイズ図鑑

　（学研の図鑑LIVE）［学研プラス］ 

・ミニオンズ　ドキドキせかいいっしゅう［汐文社］ 

・地図で見る日本の地震［偕成社］ 

谷津　矢車

澤田　瞳子

 小路　幸也

伊集院　静

田尻　久子

植本　一子

圷　みほ

ジェーン・スー

坂本　勝昭

廣嶋　玲子　作／おとないちあき　絵

ヴァンレンティナ・キャメリニ　著

とうやまそうた　作／塚本　やすし　絵

メアリ・ホフマン　文／ロス・アスクィス　絵

長谷川　康男　監修

小宮　輝之　監修

レナウド・コリン　絵／ステファン・ラパス　文

山川　徹　文／寒川　旭　監修

　さあ、弥生３月になりました。木の芽も虫も動き始

め、いよいよ春が近づいてきましたね。

　そして、卒業の季節、新たな旅立ちや別れのとき。

図書館には各コーナーにいろいろな本を取り揃えて皆

さまのお越しをお待ちしています。どうぞお出かけく

ださい。

　身近な園芸植物で俳句がひろがる図鑑はい

かがですか！日本の街中は「季語」であふれ

ています。園芸植物300種、関連季語800語

を収録。俳句入門者におすすめの植物図鑑で

す。俳句を嗜む人にも嗜まない人にも楽しんで

いただける可憐な花々をどうぞご覧ください。

おはなしひろば　　　　　　毎週火曜日  午前10時30分～11時　おはなしひろば

おはなしルーム　　　　　　３月 ５日㈭  午後 ２時～ ２時30分　竹田幼稚園

　　　　　　　　　　　　　３月12日㈭  午後 ２時～ ２時30分　南部幼稚園

たけのこ文庫のおはなし会　３月14日㈯  午後 ３時～ ３時30分　おはなしひろば

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）

直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）

　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）

直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）

　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

司書おすすめの一冊

「美しい「歳時記」の植物図鑑」

石田　郷子　監修　　山川出版社

　雑草の美しさにひかれ草花を描き続けて

60年以上。絵を描くとき、地面に寝転がっ

て同じ目線で植物と会話する甲斐信枝さん。

「あいたくてあいたくてあいたくてきょうも

わたげをとばします」…工藤直子さんの詩

を思い出させる一冊をぜひどうぞ！

「たんぽぽ」

　２月９日、竹田市立図書館が入館

者20万人を達成しました。

　記念すべき20万人目の入館者は、

竹田市玉来の氏田正友さん（38歳）、

杏士くん（９歳）、翠ちゃん（６歳）

親子。首藤市長から図書カードと特製ファイル、焼き菓子の詰め合わ

せが贈られました。

　氏田さんは２週間に１回図書館を利用しているそうで、「科学や工作

の本など、子どもが好きな本を毎回10冊借りています。木がふんだん

に使われ、温かい雰囲気が心地よいです」と笑顔を見せていました。

来館者20万人達成！

「ぼくはなんでもできるもん」

いとう　みく　作／田中　六大　絵　ポプラ社

甲斐　信枝　　金の星社

児童書

３月

一般書

　１年生になったとたん、保育園では最年長

だったのに小学校では最年少になって上級生や

大人に「赤ちゃん扱い」されるのが不満なたっ

くん。「ぼくはぜーんぶひとりでできる」と思っ

て頑張りました。１年生になる皆さん、たっく

んのように元気いっぱいになあれ。

「自然を愛して―工藤重文写真集―」

工藤　重文

　新聞にも紹介されていましたが、この度米寿を迎えられた工藤先生。

30年間撮り続けてこられた写真をまとめら

れ、写真集を作成されました。写真それぞれ

に込められたタイトルが微笑ましく、どこか

郷愁にあふれているのは先生のお人柄で

しょうか。ぜひ手に取ってご覧ください。ま

るごと大分のコーナーにありますよ。

読み
聞かせに

おすすめの
１冊

郷土の本
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市長コラム

〈第126回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有

由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま

れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が

働くからであるという意味です。

春
の
到
来
を
告
げ
る
朗
報

　
先
月
、
朗
報
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
自
治
体
が

発
行
す
る
広
報
紙
、
つ
ま
り
こ
の
『
広
報
た
け
た
』

の
こ
と
で
あ
る
が
、
毎
年
そ
の
技
術
力
を
競
う
た

め
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
こ
で
、
見

事
に
大
分
県
で
１
番
に
な
っ
た
。
最
優
秀
賞
に
あ

た
る
特
選
を
獲
得
し
て
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
推

薦
さ
れ
る
の
だ
。

　
写
真
部
門
で
最
優
秀
に
な
っ
た
の
は
、
昨
年
の

３
月
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
も
の
。

　
県
内
一
周
駅
伝
の
２
日
目
で
、
ゴ
ー
ル
の
竹
田

市
役
所
前
を
ト
ッ
プ
で
テ
ー
プ
を
切
っ
た
志
賀
祥

一
君
の
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
姿
を

大
写
し
に
し
た
も
の
だ
。

　
こ
ん
な
に
感
動
や
喜
び
が
伝
わ
る
写
真
と
い
う

の
も
初
め
て
見
た
気
が
し
た
が
、
上
位
入
賞
を
果

た
せ
る
だ
ろ
う
期
待
は
し
て
い
た
も
の
の
、
や
は

り
現
実
の
も
の
と
な
る
と
こ
の
上
な
く
嬉
し
い
。

　
さ
て
。
広
報
紙
と
い
え
ば
、
実
は
私
も
直
入
町

役
場
に
勤
務
し
て
い
た
時
代
に
10
年
以
上
そ
の
編

集
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
が
あ
る
。
ま
だ
23
歳
の

駆
け
出
し
の
頃
だ
っ
た
が
、
情
報
の
集
め
方
か
ら

記
事
の
書
き
方
、
そ
し
て
写
真
技
術
ま
で
幅
広
く

勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
そ
の
当
時
、
私
の
使
命
感
を
支
え
て
い
た
理
念

は
、「
も
し
自
分
が
一
般
市
民
の
立
場
だ
と
し
た

ら
、
ど
ん
な
行
政
情
報
が
ほ
し
い
か
を
常
に
考
え

る
こ
と
」
だ
っ
た
。

　
住
民
の
提
案
を
政
策
に
産
み
落
と
す
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
使
命
感
と
誇
り

が
あ
っ
た
。
ま
た
日
常
生
活
に
関
係
す
る
情
報
な

ど
を
集
め
る
こ
と
自
体
が
私
自
身
の
勉
強
に
も

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
地
域
に
住
む
人
た
ち
の
名
前

や
家
族
構
成
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
大
き
な

成
果
だ
っ
た
。

　
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
も
、
今
の
担
当
者
の

頑
張
り
と
技
術
力
の
高
さ
は
私
た
ち
の
時
代
に
比

べ
て
格
段
の
差
が
あ
る
こ
と
を
思
い
知
る
。
現
担

当
者
で
あ
る
森
淳
史
君
は
43
歳
だ
け
れ
ど
、
広
報

担
当
と
な
っ
て
３
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
。
な
の

に
平
均
で
28
ペ
ー
ジ
と
い
う
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
毎
月

休
む
こ
と
な
く
、
期
限
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
作
り

上
げ
る
の
だ
か
ら
尊
敬
し
て
し
ま
う
。

　
森
君
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら

広
報
マ
ン
に
転
出
し
た
。
土
日
を
返
上
し
、
寝
食

を
忘
れ
て
仕
事
に
没
頭
し
た
。
彼
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
き
た
秘
書
広
報
係
の
メ
ン
バ
ー
に
も
拍
手
を
送

り
た
い
。

　
さ
て
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
地
域
再
生
を
導

『
広
報
た
け
た
』
が
最
優
秀
賞
を
獲
得

く
、
市
民
の
期
待
に
応
え
る
と
い
う
使
命
感
を
胸

に
、
行
政
マ
ン
が
立
派
に
育
っ
て
い
る
こ
と
は
何

よ
り
私
の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
合
併
時
に
５
２
２
人
い
た
職
員
は
、
こ
の
春
で

約
３
４
０
人
。
実
に
１
８
０
人
も
の
削
減
と
な
っ

た
今
年
、
市
役
所
を
退
職
す
る
の
は
19
人
。
採
用

す
る
の
は
わ
ず
か
に
７
人
。
こ
の
１
年
間
だ
け
で

12
人
も
の
削
減
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

改
革
を
進
め
る
中
で
、
そ
の
職
員
減
が
け
っ
し
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
い
て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
行
政
現
場
に
は
、
専
門
知
識
を
有
す

る
人
材
や
経
験
値
の
高
い
人
材
を
民
間
か
ら
も
登

用
す
る
こ
と
に
し
た
。
例
え
ば
、
総
合
文
化
ホ
ー

ル
の
館
長
に
就
任
し
て
も
ら
っ
た
山
蔭
政
伸
氏

だ
。
大
分
県
の
部
長
ク
ラ
ス
を
経
験
し
た
の
ち
、

大
分
県
芸
術
文
化
振
興
財
団
で
活
躍
、
ア
ル
ゲ

リ
ッ
チ
芸
術
振
興
財
団
の
事
務
局
長
も
務
め
た
。

案
の
定
、
大
活
躍
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
い
ま
、
人
事
異
動
の
最
終
調
整
に
入
っ
た
が
、

歴
史
文
化
館
（
由
学
館
）
の
館
長
、
さ
ら
に
市
長

部
局
の
理
事
に
加
え
、
教
育
委
員
会
部
局
の
理
事

も
選
任
す
る
考
え
だ
。

　
み
ん
な
で
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

に
タ
ス
キ
を
継
い
で
竹
田
ら
し
い
花
を
咲
か
せ
る

た
め
に
走
り
続
け
よ
う
。
そ
し
て
コ
ン
ク
ー
ル
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
多
少
人
口
は
減
っ
て

も
、
世
界
の
中
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
」
を

目
指
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

←広報たけた３月号が最優秀

賞に！

　毎月広報誌を制作し、市民

の皆さんの元に届けている

秘書広報係のメンバー

広報たけた  令和２年３月号 22



国指定史跡岡城跡

家族無料観覧券

キ リ ト リ セ ン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

※この券を切り取り、登城の際に料金所に提出してく

ださい。１枚につき、１家族が無料で観覧できます。

まちづくり文化財課　☎63-4818

まちに華やか“おひなさま”／アッパレ！100歳 ほか

　春の行楽シーズンに合わせて、身体の不自由な方や高齢者の方

などを対象とした岡城登城バスを運行します。

　駐車場から本丸東側の東中仕切り付近まで送迎する登城バスを

利用して、桜咲く春の岡城をお楽しみください。

運行日　３月14日㈯～５月６日㈬の土・日・祝日のみ運行

　　　　（３月20日㈮～４月５日㈰は毎日運行）

※運行日は変更になる場合もあります。乗車料金は無料です。

問まちづくり文化財課　☎63-4818

桜咲く春の岡城へ登城バスで

ま
ち
に
華
や
か
〝
お
ひ
な
さ
ま
〞

３月８日　まで開催中

　
城
下
町
竹
田
に
春
の
訪
れ
を
告
げ

る
「
第
22
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
」

が
２
月
14
日
、
城
下
町
一
円
で
始
ま

り
ま
し
た
。

　
竹
田
市
殿
町
の
竹
田
創
生
館
で
行

わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

に
は
、
竹
田
幼
稚
園
と
竹
田
保
育
所

の
園
児
約
52
人
が
参
加
。
園
児
た
ち

は
ひ
な
あ
ら
れ
で
乾
杯
し
、「
う
れ

し
い
ひ
な
ま
つ
り
」
を
元
気
よ
く
合

唱
し
ま
し
た
。

　
ま
た
本
町
通
り
の
旧
マ
ル
ナ
カ
陶

器
店
で
は
、
五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全

を
願
い
、
紅
・
白
・
緑
の
３
色
の
餅

↑竹田創生館に展示された木目込み人形を眺める園児たち

を
ヤ
ナ
ギ
の
枝
に
飾
り
つ
け
る
「
花

も
ち
づ
く
り
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
は
３
月
８

日
㈰
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
か
ら
昭
和
時
代
の
雛
人
形
に
加

え
て
、
岡
藩
の
武
士
が
贈
答
用
に

贈
っ
た
と
さ
れ
る
竹
人
形
雛
、
手
折

り
の
紙
雛
が
竹
に
飾
ら
れ
た
竹
雛
な

ど
を
、
城
下
町
内
の
商
店
や
ギ
ャ
ラ

リ
ー
42
か
所
に
展
示
。
併
せ
て
、
11

店
舗
の
飲
食
店
で
は
雛
ま
つ
り
に
ち

な
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
を
準
備
し
て
い
ま

す
。

　
春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
、
竹
田

の
ま
ち
歩
き
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

　ひ
い
な
あ
そ
び

日
時
・
会
場
　
３
月
７
日
㈯
　
午
前

11
時
〜
午
後
２
時
（
古
町
商
店
街
）

※

楽
市
楽
座
を
同
時
開
催
。
併
せ
て
、

無
電
柱
化
事
業
完
了
イ
ベ
ン
ト
を
午

前
10
時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

　流
し
雛

日
時
・
会
場
　
３
月
７
日
㈯
　
午
後

１
時
〜
（
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
前
稲
葉

川
河
川
敷
）

問 

岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
竹
田
支
部
） 

☎
63-

２
６
３
８ 

日



国指定史跡岡城跡

家族無料
観覧券

有効期間

令和２年３月20日㈮

　　　　～５月６日㈬まで
桜咲き誇る春の岡城へ、ぜひお越しください。

（岡城桜まつりは４月５日㈰開催）
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第180回 郷土の植物
（371）

　
低
地
か
ら
丘
陵
地
の
日
当
た
り

の
い
い
乾
燥
気
味
の
傾
斜
地
に

な
っ
た
落
葉
樹
林
内
に
生
育
す
る

高
さ
30
㌢
ほ
ど
の
常
緑
多
年
草
で

す
。
茎
は
白
い
さ
や
状
鱗
片
（
う

ろ
こ
状
に
な
っ
た
葉
の
変
形
し
た

も
の
）
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
根

茎
は
太
く
て
白
い
で
す
。

　
広
線
形
の
か
た
い
葉
は
根
元
か

ら
束
生
し
、
ふ
ち
は
粗
雑
な
鋸
歯

が
あ
り
、
手
で
触
る
と
ザ
ラ
つ
き

ま
す
。
長
さ
は
50
㌢
、
幅
が
１
㌢

ほ
ど
で
、
上
半
分
は
湾
曲
し
て
垂

れ
た
状
態
に
な
り
ま
す
。

　
春
の
頃
、
葉
よ
り
短
い
花
茎
を

斜
め
に
立
て
、
そ
の
先
端
に
１
個

だ
け
ラ
ン
特
有
の
形
を
し
た
径
４

㌢
ほ
ど
の
、
が
く
片
３
個
、
側
花

弁
２
個
は
緑
黄
色
で
下
部
に
つ
く

１
個
の
唇
弁
は
白
色
で
内
側
に
濃

紫
色
の
斑
点
が
あ
り
ま
す
。
花
の

あ
と
、
花
茎
が
長
く
伸
び
て
先
端

に
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
状
の
両
錘
形

の
さ
く
果
を
つ
け
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
漢
名
の
春
蘭
か

ら
き
て
い
て
、
こ
の
名
が
あ
り
ま

す
。
別
名
ホ
ク
ロ
と
も
い
い
、
唇

弁
に
あ
る
斑
点
を
顔
の
ほ
く
ろ
に

例
え
た
も
の
で
す
。

　
竹
田
で
は
里
山
の
日
の
射
し
込

む
疎
林
（
木
が
ま
ば
ら
な
林
）
に

な
っ
た
ク
ヌ
ギ
林
や
雑
木
林
の
林

内
で
普
通
に
観
察
さ
れ
ま
す
。
花

期
は
３
月
か
ら
４
月
で
す
。

　なおいりこども園の園庭にツリーハウス

「ちゃれんじはうす」がお目見えしました。

　園の創立25周年を記念し設置された木製

遊具で、高さ約10メートルのケヤキの木を

活用しています。

　園児たちは早速、２階建ての小屋に上が

ろうと、三角屋根の遊具やケヤキの木に備

え付けられたロープを伝いながら、元気

いっぱい登っていました。

元気いっぱい“ちゃれんじ”

↑遊具の完成を喜ぶ園児たち
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